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1
会
津
平
坦
に
お
け
る
水
稲
生
産
組
織
の
動
向
1

七
六

一
　
は
じ
め
に

課
題
の
限
定

　
「
一
．
農
業
白
書
」
の
目
次
に
「
生
産
組
織
」
な
ら
び
に
「
農
業
の
組
織
化
」
と
い
う
用
語
が
初
め
て
登
場
し
た
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
一
九
六
七

年
、
七
一
年
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
う
し
た
形
で
生
産
組
織
が
地
域
農
業
に
と
っ
て
無
視
で
き
な
い
存
在
と
し
て
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

は
一
九
六
〇
年
代
後
半
か
ら
七
〇
年
代
の
初
頭
に
か
け
て
の
こ
と
で
あ
る
と
い
う
。

　
そ
し
て
こ
の
間
、
「
生
産
組
織
」
に
つ
い
て
は
お
び
た
だ
し
い
数
の
調
査
・
研
究
業
績
が
発
表
さ
れ
て
き
た
。
農
林
水
産
省
統
計
情
報
部
も

全
国
的
な
調
査
を
幾
度
か
行
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
、
一
九
八
五
年
に
実
施
し
た
、
本
格
的
で
最
新
の
調
査
「
農
業
生
産
組
織
調
査
」
を

も
と
に
、
高
橋
正
郎
氏
は
以
下
の
興
味
深
い
諸
点
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
第
一
に
、
た
し
か
に
生
産
組
織
の
な
か
に
は
寿
命
の
短
い
も
の
も
多
く
、
そ
の
新
陳
代
謝
は
激
し
い
が
、
現
在
な
お
存
在
す
る
生
産
組
織
の

な
か
に
は
、
二
〇
年
以
上
前
に
設
立
さ
れ
た
四
七
〇
〇
も
の
組
織
が
あ
り
、
そ
れ
が
、
い
ま
な
お
活
動
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
、
あ
る
い
は
現

在
五
万
あ
る
生
産
組
織
の
う
ち
一
万
の
組
織
は
一
五
年
以
上
の
年
輪
を
重
ね
て
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
驚
き
で
あ
り
、
そ
し
て
「
こ
の
こ
と

は
、
農
業
生
産
組
織
と
い
う
も
の
が
、
単
に
経
過
的
な
も
の
、
あ
る
い
は
泡
沫
的
で
い
ず
れ
消
え
去
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
一
部
の
も
の
の
通

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

念
を
覆
す
に
足
る
事
実
で
あ
る
」
と
さ
れ
る
。

　
す
な
わ
ち
、
た
し
か
に
こ
の
農
業
生
産
組
織
は
、
基
本
的
に
は
国
家
独
占
資
本
主
義
的
な
蓄
積
を
農
業
面
か
ら
支
え
る
農
政
機
構
に
よ
っ
て
、

上
か
ら
育
成
を
さ
れ
増
加
し
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
一
五
年
二
〇
年
も
存
続
し
続
け
る
た
め
に
は
、
農
政
機
構
と
い
う
上
か

ら
の
そ
し
て
外
か
ら
の
理
由
だ
け
で
は
な
い
、
内
在
的
な
経
済
論
理
が
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
農
業
の
収
益
性
の
低
下
の
中
で
の
、
農

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

民
の
自
己
防
衛
的
な
対
応
の
一
形
態
と
し
て
、
生
産
組
織
を
把
ま
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。



　
高
橋
氏
の
分
析
で
第
二
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
こ
の
農
業
生
産
組
織
の
担
い
手
は
、
農
業
専
業
的
な
「
中
核
農
業
者
」
で
あ
る
と
い
う
点
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
五
万
の
生
産
組
織
に
延
べ
二
三
〇
万
戸
の
農
家
が
参
加
し
て
い
る
が
、
作
業
に
従
事
す
る
農
家
は
、
そ
の
う
ち
の
二
六
％
で
、

残
り
の
七
四
％
は
も
っ
ぱ
ら
組
織
に
諸
作
業
を
委
託
す
る
立
場
に
あ
る
。
作
業
の
従
事
者
数
で
み
る
と
総
数
で
八
二
万
人
だ
が
、
機
械
作
業
等

基
幹
的
農
作
業
を
担
う
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
は
二
三
万
人
で
あ
る
。
コ
≡
二
万
戸
の
構
成
員
農
家
か
ら
み
れ
ば
、
実
際
に
生
産
組
織
を
動
か
し
て

い
る
農
業
者
は
、
こ
の
よ
う
に
わ
ず
か
一
割
と
極
め
て
少
数
な
の
で
あ
る
。
組
織
を
通
じ
て
、
そ
れ
ら
少
数
の
農
業
者
に
、
諸
作
業
が
委
託
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

れ
、
彼
ら
中
核
農
業
者
の
手
に
そ
れ
ら
の
作
業
が
集
積
さ
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
は
、
…
…
特
記
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
」
。

　
す
な
わ
ち
、
こ
の
生
産
組
織
の
内
部
で
も
農
業
か
ら
離
れ
る
農
家
と
専
業
的
な
農
家
と
の
分
離
が
進
ん
で
お
り
、
農
民
層
分
解
の
現
実
を
鋭

く
反
映
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
現
実
の
農
業
生
産
組
織
の
動
向
を
み
た
時
に
は
、
む
し
ろ
こ
の
「
農
業
の
組
織
化
」
そ
れ
自
体
が
農
家
の

農
業
離
脱
を
促
進
し
て
い
る
事
例
が
い
く
つ
も
み
ら
れ
る
。
農
業
生
産
組
織
の
こ
の
「
分
解
促
進
」
的
側
面
に
も
我
々
は
等
し
く
目
を
向
け
て

い
か
ね
ば
な
ら
な
覧
構
造
政
策
の
藻
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
「
農
業
生
産
組
織
化
政
策
」
は
、
た
し
か
に
商
で
は
農
家
の
改
良
的
要
求
の

反
映
で
あ
る
が
、
本
質
的
に
は
、
機
械
を
主
軸
と
し
た
高
度
の
生
産
手
段
を
農
業
内
部
に
持
ち
込
み
、
農
業
に
お
け
る
「
生
産
性
」
を
向
上
さ

せ
、
省
力
化
を
図
っ
て
農
家
労
働
力
の
農
業
離
脱
・
遊
離
を
可
能
に
す
る
と
こ
ろ
に
そ
の
真
の
狙
い
を
有
す
る
と
い
っ
て
よ
い
。

　
補
助
金
消
化
の
た
め
に
無
理
に
組
織
化
を
進
め
、
過
大
な
機
械
と
施
設
を
抱
え
、
非
効
率
的
連
用
し
か
で
き
な
い
た
め
に
、
か
え
っ
て
参
加

農
家
の
負
担
を
増
や
し
て
し
ま
っ
た
一
こ
う
し
た
事
例
も
い
く
つ
か
散
見
さ
れ
る
。
こ
れ
も
ま
た
農
業
生
産
組
織
の
「
分
解
促
進
効
果
」
で

あ
ろ
う
か
貿

　
高
橋
氏
の
分
析
で
興
味
深
い
第
三
の
点
は
、
農
業
生
産
組
織
の
地
域
性
の
分
析
で
あ
る
。
氏
に
よ
れ
ば
北
海
道
で
は
、
個
々
の
主
体
性
の
強

い
農
家
経
営
同
士
が
、
そ
の
経
営
補
強
の
意
味
で
特
定
の
機
械
・
施
設
を
協
同
利
用
す
る
た
め
に
組
織
す
る
も
の
が
多
い
。
こ
れ
に
対
し
て
都

府
県
の
生
産
組
織
は
「
単
な
る
個
の
任
意
の
集
ま
り
と
い
う
よ
り
、
地
域
農
業
と
い
う
面
的
な
農
業
生
産
や
、
そ
れ
を
支
え
る
地
域
集
団
を
基

　
　
　
－
会
津
平
坦
に
お
け
る
水
稲
生
産
組
織
の
動
向
i
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
七



　
　
　
1
会
津
平
坦
に
お
け
る
水
稲
生
産
組
織
の
動
向
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
八

礎
に
し
た
組
織
が
多
く
、
そ
れ
に
係
る
諸
主
体
、
す
な
わ
ち
、
農
家
、
そ
の
集
団
と
し
て
の
生
産
組
織
、
さ
ら
に
は
農
協
な
ど
地
域
農
業
関
連

　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

機
関
の
担
い
手
が
　
地
域
農
業
に
係
わ
る
生
産
機
能
や
、
作
業
行
程
を
分
担
す
る
形
で
そ
の
組
織
化
が
進
ん
で
き
て
い
る
」
と
い
う
。

　
そ
し
て
同
じ
都
府
県
の
中
で
も
、
基
幹
的
農
業
従
事
者
の
少
な
い
北
陸
、
近
畿
、
中
国
地
域
な
ど
で
は
農
協
等
の
運
営
す
る
生
産
組
織
数
の

比
率
が
高
く
、
ま
た
地
域
の
農
家
の
ほ
と
ん
ど
が
参
加
す
る
「
地
域
ぐ
る
み
集
団
」
の
割
合
が
高
い
が
、
基
幹
農
業
従
事
者
が
比
較
的
多
い
東

北
で
は
、
「
受
託
組
織
」
が
多
い
と
い
う
持
徴
が
あ
る
と
い
う
。

　
つ
ま
り
氏
の
分
析
に
よ
れ
ば
兼
業
深
化
の
度
合
、
専
業
的
農
家
の
存
在
の
度
合
に
対
応
し
て
、
農
業
生
産
の
組
織
化
の
あ
り
方
も
異
っ
て
く

る
の
で
あ
る
。
我
々
は
、
た
と
え
ば
、
、
、
ニ
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
方
式
で
行
く
べ
き
か
、
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
方
式
で
行
く
べ
き
か
の
選
択

を
迫
ら
れ
る
場
合
が
よ
く
あ
る
が
、
そ
う
し
た
際
に
高
橋
氏
の
分
析
は
大
い
に
参
考
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
兼
業
が
と
く
に
進
ん
だ

地
域
や
山
間
の
労
働
力
不
足
地
域
で
は
、
広
域
の
農
家
を
対
象
と
す
る
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
方
式
で
も
ペ
イ
す
る
可
能
性
は
あ
る
が
、

な
お
基
幹
的
農
業
従
事
者
の
存
続
し
続
け
て
い
る
地
域
で
は
、
む
し
ろ
集
落
的
単
位
で
地
域
農
業
の
再
編
を
考
え
て
い
く
方
が
現
実
的
と
な
ろ

う
。　

第
四
に
、
農
業
生
産
組
織
の
扱
う
作
目
に
つ
い
て
で
あ
る
。
一
九
八
五
年
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
主
位
作
目
別
に
分
類
す
る
と
、
五
万
一
四
九

八
の
生
産
組
織
の
う
ち
、
稲
を
主
位
作
目
と
す
る
組
織
が
三
三
％
、
　
一
万
六
八
O
O
、
野
菜
類
六
一
五
八
、
果
樹
類
五
五
五
八
、
麦
類
四
三
二

七
、
工
芸
作
物
三
二
ニ
ニ
、
牧
草
三
二
二
、
畜
産
計
二
七
二
七
な
ど
で
あ
る
。
「
生
産
組
織
と
い
え
ば
、
水
稲
作
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
こ
と
が

多
い
が
、
そ
の
ウ
ェ
イ
ト
は
三
分
の
一
で
、
農
家
単
位
に
み
て
稲
作
を
販
売
額
一
位
と
す
る
も
の
が
六
一
彩
で
あ
る
こ
と
と
比
べ
る
と
、
生
産

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
7
～

組
織
に
お
け
る
稲
作
組
織
の
ウ
ェ
イ
ト
は
、
む
し
ろ
低
し
」
　
そ
し
て
ま
た
「
麦
作
に
は
、
転
作
が
ら
み
の
も
の
も
多
い
と
思
わ
れ
る
。
県
別

に
こ
の
麦
作
の
カ
バ
ー
率
〔
全
作
業
に
占
め
る
生
産
組
織
作
業
量
の
比
率
〕
を
見
て
み
る
と
、
収
穫
作
業
で
、
滋
賀
の
八
五
％
、
福
井
の
七
二

％
、
調
製
作
業
で
は
、
滋
賀
の
全
量
、
佐
賀
の
七
三
％
と
い
っ
た
と
こ
ろ
が
高
く
、
そ
れ
ら
の
諸
県
で
の
麦
作
は
、
ほ
と
ん
ど
、
生
産
組
織
の



単位：組織表1　主位作目別組織表

区　分 計 @稲
　喜工　云

_作物
果　樹 野　菜 牧草

その他

ﾌ作物
畜産 養蚕

東　　北 8，811 3，895 608 1，603 524 653 1，001 288 239

福　　島 1，329 528 222 135 98 98 68 29 151

中通り北部 204 83 1 82 7 5 1 1 24

中通り南部 658 185 157 30 78 61 34 19 94

浜　通　り 232 113 32 12 9 21 12 4 29

会　　　津 235 147 32 1
1

4 11 21 5 4

資料）「1985年農業センサス関連・瑚査　地域農業組織化調査結果概要（福島）『農林水産統計速報

　　　61－41』東北農政局福島統計情報事務所、1986年。

表2　設立年次別組織数　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：組織

区　分 計 昭和34年
ﾈ　　前

35～39 40～44 45～49 50～54 55～60年

東　　北 8，811 261 621 1，G32 2，094 2，523 2，280

福　　島 1，329 26 55 198 242 353 455

中通り北部 204 12 17 80 51 30 14

中通り南部 658 9 18 74 108 127 322

浜　通　り 232 3 12 15 36 95 71

会　　　津 235 2 8 29 47 101 48

1
会
津
平
坦
に
お
け
る
水
稲
生
産
組
織
の
動
向
1

（資料）前表に同じ。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

手
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
て
い
る
」
と
い
う
。

　
福
島
県
に
四
分
の
一
の
減
反
・
転
作
率
が
課
せ
ら
れ
て
き
て

い
る
現
在
、
こ
う
し
た
水
稲
以
外
の
作
目
で
も
生
産
組
織
に
真

正
面
か
ら
取
り
組
む
必
要
性
が
出
て
き
て
い
る
。
全
国
的
動
向

も
ふ
ま
え
て
対
処
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
次
に
福
島
県
に
お
け
る
農
業
生
産
組
織
の
現
状
を
、
農
業
地

域
別
に
み
て
お
こ
う
。
福
島
県
の
昭
和
六
〇
年
七
月
一
日
現
在

の
農
業
生
産
組
織
の
総
数
は
二
二
二
九
組
織
で
あ
り
、
農
業
地

域
別
に
み
る
と
、
中
通
り
南
部
が
六
五
八
組
織
で
六
九
．
五
％

を
占
め
、
会
津
は
二
三
五
組
織
、
浜
通
り
二
三
二
組
織
、
中
通

り
北
部
二
〇
四
組
織
と
な
っ
て
い
る
（
表
1
参
照
）
。
中
通
り

南
部
が
突
出
し
た
値
を
示
す
が
、
同
じ
表
1
で
主
位
作
目
別
に

み
る
と
、
中
通
り
南
部
で
は
、
工
芸
農
作
物
を
作
業
の
主
た
る

対
象
と
す
る
組
織
一
五
七
、
野
菜
七
八
、
牧
草
六
一
、
畜
産
一

九
な
ど
が
目
立
っ
て
い
る
。
た
だ
し
稲
を
主
位
と
す
る
組
織
数

も
一
八
五
と
会
津
の
稲
主
位
組
織
の
一
四
七
を
上
回
っ
て
お
り
、

全
般
的
に
中
通
り
南
部
の
組
織
化
は
進
ん
で
い
る
。

　
設
立
年
次
別
に
み
る
と
（
表
2
）
、
福
島
県
全
体
で
は
最
近

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
九



表3　構成農家規模別組織数

構　成 農　家 規　模 別
区　　分

計 5　戸
ﾈ　下 6～10 11～20

21～
@30

31～
@50

51～
P00

101戸

ﾈ上

構　　成

_家数
戸

東　　北 8，811 2，009 2，109 1，831 851 769 627 615 315，626

福　　島 1，329 318 266 242 117 111 117 158 56，343

中通り北部 204 17 31 46 18 24 25 43 12，685

中通り南部 658 147 137 148 63 44 46 73 25，763

浜　通　り 232 77 47 17 25 25 21 20 9，974

会　　　津 235 77 51 31 11 18 25 22 7，921

1
会
津
平
坦
に
お
け
る
水
稲
生
産
組
織
の
動
向
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
年
間
に
設
立
さ
れ
た
組
織
が
四
五
五
組
織
あ
っ
て
も
っ
と
も
多
く
な
っ
て
い
る
。
以
下
順
次

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年
次
が
古
く
な
る
ほ
ど
組
織
数
も
減
っ
て
い
る
。
し
か
し
農
業
地
域
別
に
み
る
と
、
中
通
り
南

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
部
は
た
し
か
に
設
立
年
次
が
新
し
く
な
る
に
し
た
が
っ
て
組
織
数
も
増
え
て
い
る
が
、
他
地
域

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
と
え
ば
中
通
り
北
部
で
は
昭
和
四
〇
～
四
四
年
に
設
立
さ
れ
た
組
織
が
八
O
で
も
っ
と
も
多

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
な
っ
て
い
る
。
浜
通
り
と
会
津
で
は
昭
和
五
五
～
六
〇
年
が
も
っ
と
も
多
い
。
こ
れ
ら
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
各
地
域
で
の
農
政
主
体
の
主
体
的
対
応
の
差
異
の
反
映
で
あ
ろ
う
。
中
通
り
北
部
で
は
果
樹
共

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
防
除
組
織
を
中
心
と
し
た
組
織
化
が
昭
和
四
〇
年
代
の
前
半
に
進
ん
だ
の
で
あ
り
、
浜
通
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
会
津
で
は
昭
和
五
〇
年
代
の
前
半
に
稲
作
を
中
心
と
し
た
組
織
化
が
進
ん
だ
。
中
通
り
南
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
場
合
は
、
近
年
の
工
芸
農
作
物
（
た
ば
こ
主
体
）
の
組
織
化
と
と
も
に
、
畑
作
関
係
の
機
械
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
施
設
導
入
の
受
皿
と
し
て
の
組
織
化
、
牧
草
、
畜
産
関
係
の
組
織
化
な
ど
が
近
年
増
加
し
た
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
首
都
圏
に
も
っ
と
も
近
い
と
こ
ろ
に
位
置
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
ら
、
近
年

（資料）前表に同じ。

は
兼
業
化
の
度
合
も
深
ま
っ
て
お
り
、
ま
た
広
汎
な
阿
武
隈
山
系
地
域
で
は
農
家
労
働
力
の
高

齢
化
が
進
行
し
て
地
域
農
業
の
組
織
化
を
迫
ら
れ
て
い
る
事
情
も
あ
る
。

　
昭
和
四
四
年
以
前
に
設
立
さ
れ
た
組
織
数
は
二
七
九
組
織
で
、
全
体
璽
二
％
を
占
め
て
い

る
。
と
く
に
中
通
り
北
部
で
は
一
〇
九
組
織
で
、
現
在
も
稼
動
中
の
組
織
二
〇
四
の
過
半
を
占

め
て
い
る
。
本
稿
の
対
象
地
域
で
あ
る
会
津
に
お
い
て
は
、
昭
和
五
〇
～
五
四
年
設
立
の
組
織

が
一
〇
一
と
な
っ
て
い
る
。
二
次
構
、
新
農
構
に
よ
る
組
織
化
の
時
期
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
も

昭
和
四
四
年
以
前
に
組
織
さ
れ
た
も
の
は
三
九
組
織
と
な
っ
て
い
る
。



単位：組織
表4　事業種類別組織数

単一の事業を行っている 複数の事業を行っている

区　　分 合　計

小　計
共同利

pのみ

栽培協

閧ﾌみ

受託

ﾌみ
小　計

共同利

pと栽
|協定

共同利

p　と
�@託

栽培協

閨@と
�@託

共同利

p、栽
|協定
ﾆ受託

東　　北 8，811 6，258 5，552 223 483 2，553 656 1691 4 202

福　　島 1，329 832 645 43 144 497 102 355 1 39

中通り北部 204 148 131 1 16 56 12 42
一

2

中通り南部 658 418 301 39 78 240 66 148 1 25

浜　通　り 232 132 113 1 18 loo 15 81
一

4

会　　　津 235 134 100 2 32 101 9 84
　

8

（資料）前表に同じ。

1
会
津
平
坦
に
お
け
る
水
稲
生
産
組
織
の
動
向
1

　
構
成
農
家
の
規
模
別
組
織
数
（
表
3
）
で
は
、
五
戸
以
下
の
組
織
が
三
一
八
で
、
全
体
の

二
三
・
九
彩
を
占
め
て
い
る
。
構
成
農
家
数
は
延
べ
五
万
六
三
四
三
戸
で
、
一
組
織
平
均
四

二
・
四
戸
で
あ
り
、
福
島
県
全
体
の
農
家
戸
数
の
四
〇
・
七
％
を
占
め
て
い
る
。
農
業
地
域

別
に
み
る
と
、
中
通
り
南
部
は
延
べ
二
万
五
七
六
三
戸
で
農
家
全
体
の
四
五
・
二
％
、
中
通

り
北
部
は
一
万
二
六
八
五
戸
で
五
五
・
六
％
、
浜
通
り
九
九
七
四
戸
で
三
三
・
七
％
、
会
津

七
九
二
一
戸
で
二
七
・
二
％
と
な
っ
て
い
る
。
会
津
地
域
で
は
五
戸
以
下
の
組
織
が
三
二
・

七
％
を
占
め
て
お
り
、
二
〇
戸
以
下
の
組
織
数
で
は
一
五
九
組
織
六
七
・
六
％
を
占
め
て
い
る
。

　
事
業
種
類
別
組
織
数
は
、
共
同
利
用
の
み
行
な
う
組
織
が
六
四
五
で
、
全
体
の
四
八
・
五

％
を
占
め
て
い
る
（
表
4
）
。
し
か
し
受
託
を
行
な
う
組
織
も
多
く
、
「
受
託
の
み
」
一
四
四

組
織
、
「
共
同
利
用
と
受
託
」
三
五
五
組
織
、
「
栽
培
協
定
と
受
託
」
一
組
織
、
「
共
同
利
用
、

栽
培
協
定
と
受
託
」
三
九
組
織
の
全
て
を
合
計
す
る
と
五
三
九
組
織
で
あ
り
、
全
体
の
四
〇
・

六
％
を
占
め
て
い
る
。
全
国
的
に
み
て
も
こ
の
受
託
の
比
率
が
高
い
が
（
表
4
に
よ
れ
ば
二

七
％
と
な
る
）
、
福
島
県
は
東
北
全
体
の
値
よ
り
さ
ら
に
高
い
比
率
を
示
し
て
い
る
。

　
農
業
地
域
別
に
み
る
と
、
何
ら
か
の
形
で
受
託
も
行
な
っ
て
い
る
組
織
は
、
中
通
り
北
部

で
六
〇
組
織
二
九
・
四
％
、
中
通
り
南
部
で
二
五
二
組
織
三
八
・
三
％
、
浜
通
り
で
一
〇
三

組
織
四
四
，
卜
四
％
、
会
津
で
一
二
一
四
組
織
五
二
・
八
％
と
な
っ
て
い
る
。
稲
作
主
業
地
域
で

受
託
も
行
な
う
組
織
が
多
い
も
の
と
み
ら
れ
る
。

　
次
に
業
務
の
従
事
状
態
別
の
従
事
者
数
を
み
て
お
こ
う
（
表
5
）
。
福
島
県
全
体
で
組
織

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
一



　
1
会
津
平
坦
に
お
け
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水
稲
生
産
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向
1
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き
翫
a
三
σ
c

の
業
務
に
従
事
し
た
も
の
は
三
万
一
五
六
九
名
に
の
ぼ
っ
て
お
り
、
一
組
織
あ
た
り
二
三
．
八
名
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
そ
の
う
ち
基
幹
的
ま

た
は
専
門
的
従
事
者
は
八
七
六
』
一
名
、
一
組
織
あ
た
り
六
・
六
名
で
あ
り
、
さ
ら
に
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
と
し
て
従
事
し
た
も
の
は
五
コ
二
七
名
、

一
組
織
あ
た
り
四
名
と
な
っ
て
い
る
。
東
北
全
体
で
は
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
は
一
組
織
平
均
で
は
五
．
一
人
で
あ
り
、
全
国
平
均
で
四
．
六
人
で
あ

る
の
で
、
福
島
県
は
か
な
り
小
さ
な
値
を
示
し
て
い
る
と
い
え
る
。

　
農
業
地
域
別
に
み
る
と
、
こ
の
一
組
織
あ
た
り
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
数
に
は
大
き
な
差
異
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
中
通
り
北
部
で
は
九
．
○
人
、

中
通
り
北
部
で
三
・
三
人
、
浜
通
り
、
丁
五
人
、
会
津
三
・
．
一
人
で
あ
る
。
果
樹
共
同
防
除
組
織
と
水
稲
育
苗
セ
ン
タ
ー
を
主
体
と
す
る
中
通

り
北
部
に
お
い
て
は
、
一
組
織
あ
た
り
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
数
も
多
い
。
表
5
の
会
津
で
福
島
県
の
水
稲
生
産
組
織
を
代
表
さ
せ
る
と
す
れ
ば
、

一
組
織
あ
た
り
の
業
務
従
事
者
数
は
一
八
・
五
人
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
は
男
子
主
体
で
三
・
二
人
、
補
助
的
従
事
者
は
男
子
五
．
八
人
、
女
子
七
．

七
人
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
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最
後
に
組
織
化
の
「
成
果
」
を
み
て
お
こ
う
（
表
6
）
。
福
島
県
全
体
で
は
九
七
・
八
％
の
組
織
が
「
成
果
」
が
あ
っ
た
と
回
答
し
て
い
る
。

ま
た
「
成
果
」
の
内
容
と
し
て
は
「
機
械
・
施
設
へ
の
投
資
の
効
率
化
」
が
も
っ
と
も
多
く
八
六
・
八
％
を
占
め
て
い
る
。
農
業
地
域
別
に
は

こ
の
機
械
・
施
設
投
資
の
効
率
化
を
指
摘
す
る
組
織
は
、
中
通
り
北
部
の
九
二
・
六
％
、
中
通
り
南
部
八
四
・
五
％
、
浜
通
り
八
八
・
八
％
、

会
津
八
六
・
四
％
と
な
っ
て
い
る
。
「
作
業
単
位
当
た
り
の
労
働
時
間
の
節
約
」
を
組
織
化
の
成
果
と
す
る
組
織
は
、
福
島
県
全
体
の
八
一
・

八
％
、
中
通
り
北
部
の
八
八
・
七
％
、
中
通
り
南
部
の
七
九
・
三
％
、
浜
通
り
の
九
〇
・
九
％
、
会
津
の
七
三
・
六
％
と
な
っ
て
い
る
。
次
い

で
「
栽
培
技
術
の
向
上
な
ど
に
よ
る
収
量
増
加
」
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
「
組
織
が
取
り
組
む
構
成
農
家
以
外
か
ら
の
受
託
農
作
業
量

の
増
加
」
は
、
県
全
体
で
二
〇
八
組
織
、
一
五
・
七
％
に
及
ん
で
お
り
、
会
津
で
一
八
・
七
％
、
浜
通
り
で
二
一
・
一
％
、
中
通
り
南
部
で
一

六
・
三
％
、
中
通
り
北
部
で
三
・
九
％
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
1
会
津
平
坦
に
お
け
る
水
稲
生
産
組
織
の
動
向
－
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1
会
津
平
坦
に
お
け
る
水
稲
生
産
組
織
の
動
向
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
四

　
以
上
の
全
国
的
な
農
業
生
産
組
織
の
動
向
お
よ
び
福
島
県
の
農
業
生
産
組
織
の
全
体
概
況
を
ふ
ま
え
て
、
本
稿
で
は
、
水
稲
主
産
地
で
あ
る

会
津
平
坦
部
に
お
け
る
水
稲
生
産
組
織
の
動
向
に
つ
い
て
、
事
例
的
で
は
あ
る
が
報
告
す
る
。
そ
の
際
と
り
わ
け
「
組
織
化
」
の
「
成
果
」
や

「
意
義
」
が
強
調
さ
れ
な
が
ら
、
何
故
に
こ
の
組
織
化
は
簡
単
に
は
進
ま
な
い
の
か
、
ま
た
い
っ
た
ん
組
織
さ
れ
た
集
団
が
何
故
か
く
も
多
く

解
体
し
て
い
っ
て
し
ま
う
か
f
こ
う
し
た
「
組
織
化
」
の
難
し
さ
の
解
明
に
重
点
を
置
い
て
、
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
と
し
て
で
は
あ
る
が
、

ヒ
ア
リ
ン
グ
内
容
の
整
理
を
基
本
に
記
述
し
て
み
た
い
。
そ
し
て
あ
わ
せ
て
、
水
稲
生
産
組
織
の
育
成
・
維
持
に
あ
た
っ
て
の
留
意
点
に
も
触

れ
た
い
。（

1
）
高
橋
正
郎
『
地
域
農
業
の
組
織
革
新
（
食
糧
農
業
問
題
全
集
4
）
』
農
山
漁
村
文
化
協
会
、
】
九
八
七
年
、
一
八
三
頁
参
照
。

（
2
）
同
前
．
一
八
九
頁
。

（
3
）
た
と
え
ば
豊
田
隆
「
危
機
に
お
け
る
生
産
組
織
の
農
民
的
意
義
－
集
団
的
土
地
利
用
を
め
ぐ
る
論
点
整
理
」
（
「
農
業
総
合
研
究
』
第
三
五
巻
第

　
四
号
、
　
一
九
八
一
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
4
）
高
橋
前
掲
書
一
九
〇
頁
。

（
5
）
豊
田
前
掲
論
文
お
よ
び
阿
部
健
一
郎
「
高
度
経
済
成
長
期
以
降
に
お
け
る
農
業
生
産
力
の
発
展
と
生
産
組
織
の
役
割
」
（
「
秋
田
県
農
業
試
験
場
研
究

　
報
告
」
第
二
六
号
、
一
九
八
四
年
）
等
を
参
照
。
た
と
え
ば
阿
部
氏
は
、
「
生
産
組
織
は
単
な
る
補
完
組
織
で
は
な
く
、
拡
大
部
門
導
入
集
団
に
お
い
て

　
も
、
兼
業
化
を
中
心
に
し
た
農
民
層
の
分
化
を
促
進
さ
せ
る
機
能
も
同
時
に
持
っ
て
い
る
」
（
三
〇
〇
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。

（
6
）
高
橋
前
掲
書
一
九
六
頁
。

（
7
）
同
前
一
九
二
頁
。

（
8
）
同
前
一
九
四
頁
。



二
　
会
津
高
田
町
の
水
稲
生
産
集
団
の
動
向

1
　
町
農
業
の
概
況

　
福
島
県
大
沼
郡
会
津
高
田
町
は
、
会
津
盆
地
の
西
南
に
位
置
し
、
会
津
平
坦
の
中
心
会
津
若
松
市
か
ら
二
㎞
の
距
離
に
あ
る
。
合
併
時
の

昭
和
三
〇
年
の
人
口
は
二
万
三
〇
二
五
人
、
昭
和
五
九
年
八
月
一
日
現
在
で
一
万
六
七
三
五
人
と
な
っ
て
い
る
。

　
農
業
生
産
は
何
と
い
っ
て
も
水
稲
中
心
で
あ
る
。
昭
和
六
〇
年
の
農
業
粗
生
産
額
は
四
九
・
一
億
円
、
う
ち
六
四
・
八
％
の
三
一
．
八
億
円

が
米
作
で
あ
る
。
そ
の
他
で
は
野
菜
六
・
五
億
円
、
工
芸
農
作
物
（
ホ
ッ
プ
、
タ
バ
コ
、
朝
鮮
ニ
ン
ジ
ン
）
三
・
七
億
円
、
畜
産
二
．
八
億
円

が
目
立
つ
程
度
で
あ
る
（
農
水
省
「
生
産
農
業
所
得
統
計
し
。
昭
和
六
〇
年
の
水
稲
一
〇
a
当
り
収
量
は
六
二
二
㎏
。
近
年
停
滞
気
味
と
は
い

え
、
有
数
の
高
収
量
地
帯
の
一
画
を
構
成
し
て
い
る
。

　
全
国
的
な
水
準
か
ら
は
若
干
遅
れ
な
が
ら
も
、
や
は
り
兼
業
化
は
急
激
に
進
ん
で
い
る
。
昭
和
六
〇
年
時
点
で
専
業
農
家
率
は
一
〇
・
○
％
、

H
兼
農
家
率
は
六
二
・
四
％
で
あ
る
（
表
7
）
。
昭
和
三
五
年
か
ら
四
五
年
時
点
ま
で
の
兼
業
化
は
、
旦
雇
、
臨
時
雇
と
い
う
不
安
定
就
業
形

態
に
依
拠
し
て
い
る
度
合
が
強
い
と
思
わ
れ
る
（
出
稼
ぎ
も
昭
和
四
〇
年
ま
で
は
増
加
し
て
い
る
が
、
以
降
減
少
）
。
昭
和
四
五
年
以
降
は
日

雇
・
臨
時
雇
が
相
当
数
存
在
し
な
が
ら
も
、
明
ら
か
に
「
恒
常
的
勤
務
」
の
増
加
が
兼
業
農
家
比
率
の
増
大
に
寄
与
し
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。

そ
う
し
た
事
情
は
表
8
で
さ
ら
に
確
認
さ
れ
よ
う
。
昭
和
四
五
年
↓
五
〇
年
に
は
、
男
子
の
恒
常
的
勤
務
者
は
八
八
八
人
か
ら
二
一
三
九
人
へ

と
三
五
〇
人
も
増
加
し
て
い
る
。
ま
た
女
子
の
そ
れ
は
四
〇
九
人
か
ら
八
二
六
名
と
実
に
二
倍
化
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
恒
常
的
勤
務
者
に
は
、
若
松
市
に
進
出
し
て
き
た
弱
電
企
業
等
へ
の
現
業
就
業
者
、
ス
ー
パ
ー
、
呉
服
店
等
の
店
員
、
町
工
場
の
工
員

も
含
ま
れ
、
必
ず
し
も
安
定
的
で
賃
金
の
高
い
職
種
で
な
い
部
分
も
多
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
1
会
津
平
坦
に
お
け
る
水
稲
生
産
組
織
の
動
向
一
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表9　農業機械（個人有）の普及状況

年 次 昭和45年 昭和50年 昭和55年 昭和60年

総　台　数 1，680 1，754 1，653 1，739

歩　行　型 872 842

耕うん機・ 15PS未満 1，666 1，661 226 245

トラクター 15～20PS

Q0～30PS

12

Q

72

P5

317

Q08
〕592

30PS以上 一
6 30 60

田　　植 機 6 289 958 1，010

バ　イ　ン ダー 7 174 292 190

自脱型コンバイ ：ノ 57 239 晒 806

乾　　燥 機 77 448 722 748

（資料）「センサス」

表10　経営耕地面積規模別動向

一
会
津
平
坦
に
お
け
る
水
稲
生
産
組
織
の
動
向
一

年次
例外

K定
0．3h巳

@未満
0．3～

@0．5
0，5～

@1，0
1．0～

@1．5

1．5～

@2．0

2．0～

@2．5

2，5～

@3，0

3．0～

@5、0

5．O　ho

@以上

昭和35 一
325 343 626 535 339 218 71 28

40
一

292 349 613 517 338 183 91 33

45
一

272 350 594 495 307 206 94 47 1

50 1 326 325 533 441 277 200 102 78 2

55
一

298 285 467 380 240 173 99 102 14

60
一

259 247 399 327 209 154 86 139 22

昭

（資料）「センサス」

　
と
も
あ
れ
会
津
高
田
町
の
農
家
の
兼
業
機
会
は

表
8
に
あ
る
通
り
、
必
ず
し
も
安
定
的
な
も
の
ば

か
り
と
は
い
え
な
い
「
恒
常
的
勤
務
」
と
冬
場
農

閑
期
中
心
の
「
旦
雇
・
臨
時
雇
」
、
そ
し
て
様
々

な
自
営
業
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
恒
常
的
勤
務

の
一
貫
し
た
増
加
が
あ
り
な
が
ら
、
不
安
定
的
職

種
・
低
賃
金
職
種
を
回
避
で
き
な
い
と
こ
ろ
に
難

し
さ
が
あ
り
、
ま
た
農
業
あ
る
い
は
水
稲
作
へ
の

期
待
も
あ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
機
械
化
の

進
展
は
と
ど
ま
っ
て
い
な
い
（
表
9
）
。
耕
柾
・

代
掻
過
程
を
担
う
耕
紙
機
・
ト
ラ
ク
タ
ー
の
台
数

は
昭
和
四
五
年
以
降
一
七
〇
〇
台
前
後
で
推
移
し

て
い
る
が
、
と
り
わ
け
五
〇
年
か
ら
五
五
年
に
か

け
て
は
高
馬
力
化
が
進
行
し
た
。
二
〇
馬
力
以
上

の
ト
ラ
ク
タ
ー
が
増
加
し
、
三
〇
馬
力
以
上
の
個

人
所
有
ト
ラ
ク
タ
ー
も
昭
和
六
〇
年
現
在
六
〇
台

ま
で
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
田
植
機
・
自
脱
型
コ

ン
バ
イ
ン
も
急
速
に
普
及
し
て
い
る
。
こ
う
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
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1
会
津
平
坦
に
お
け
る
水
稲
生
産
組
織
の
動
向
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
八

機
械
化
一
貫
体
系
が
、
昭
和
五
三
年
以
来
の
水
田
利
用
再
編
政
策
の
下
で
、
零
細
な
（
一
戸
当
り
耕
地
面
積
コ
ニ
ー
a
）
会
津
高
田
町
の
農
家

に
入
り
込
ん
で
い
る
の
で
あ
り
、
米
価
停
滞
と
も
あ
い
ま
っ
て
、
二
～
三
㎞
層
の
米
作
農
家
の
収
益
性
の
低
下
に
結
果
し
て
一
挙
的
な
離
農
を

　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

も
引
き
起
こ
し
て
い
る
。

　
た
と
え
ば
一
台
当
り
数
百
万
円
も
す
る
目
脱
型
コ
ン
バ
イ
ン
は
、
昭
和
六
〇
年
現
在
で
八
〇
六
台
普
及
し
て
い
る
。
経
営
耕
地
の
大
き
な
順

に
コ
ン
バ
イ
ン
を
装
備
す
る
と
仮
定
す
れ
ば
、
一
・
五
㎞
以
上
層
の
全
て
と
一
～
一
・
五
㎞
の
過
半
で
コ
ン
バ
イ
ン
の
個
人
装
備
を
し
て
い
る

こ
と
に
な
る
（
表
1
0
の
経
営
耕
地
規
模
別
農
家
数
と
対
比
の
こ
と
）
。
い
わ
ゆ
る
「
分
解
基
軸
」
の
上
昇
が
必
至
化
さ
れ
る
所
以
で
あ
る
。
表

10

ﾉ
み
え
る
よ
う
に
、
昭
和
四
〇
年
か
ら
四
五
年
に
か
け
て
は
二
㎞
を
境
に
下
層
の
減
・
上
層
の
増
が
み
ら
れ
、
四
五
年
か
ら
五
〇
年
に
か
け

て
は
二
・
五
㎞
、
五
〇
年
↓
五
五
年
↓
六
〇
年
に
は
三
㎞
が
増
減
分
岐
線
と
な
っ
て
い
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
会
津
高
田
町
に
お
い
て
も
「
過
剰
」
と
も
思
わ
れ
る
機
械
化
が
進
展
し
て
い
る
中
で
、
水
稲
に
お
け
る
生
産
組
織
化
の
意
義

は
明
確
に
な
っ
て
お
り
、
ま
た
緊
急
の
課
題
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
1
）
拙
稿
「
農
業
経
営
の
規
模
拡
大
と
農
地
保
有
合
理
化
促
進
事
業
の
役
割
に
関
す
る
調
査
－
会
津
高
田
町
」
全
国
農
地
保
有
合
理
化
協
会
「
土
地
と

　
農
業
』
第
一
二
号
、
一
九
八
一
年
、
参
照
。

　
　
2
　
水
稲
生
産
集
団
の
概
況

　
会
津
高
田
町
の
水
稲
生
産
組
織
の
う
ち
、
我
々
が
調
査
し
た
の
は
、
会
津
高
田
町
農
協
管
内
藤
川
地
区
に
あ
る
四
組
織
で
あ
る
（
表
1
1
参
照
）
。

藤
川
地
区
は
宮
川
の
扇
状
地
の
一
画
を
含
み
、
と
り
わ
け
生
産
集
団
の
あ
る
冨
岡
、
上
中
川
、
西
勝
集
落
周
辺
に
は
水
田
化
さ
れ
て
い
な
い



爆
＝
　
ゆ
笹
引
田
昌
畏
強
併
酬
撒
團
S
蹟
鼎

嚇
　
　
営
　
　
羅
　
　
蝿

漁
　
　
　
器
　
　
　
贈
　
　
　
蝿

演
…
島
蔭
S
瞭
。
学
母

蔦
詩
禽

と
　
贈

邑
　
漂

霧
海
Σ
謁

諜
球
顧
酷

命
蜀
寄
淋
紳
鄙

題
串
寄
継
癩
甜

弐
豆
〉
蕊
、
閏
熱
演
ヨ

ω
．
竃
、
　
苗
、
　
一

㎝
二

＝
、
O
言

鎌
■
葵
寄
緯

b。
ｾ
（
》
暑
複
写
＋
N
T
p
）

o
鎌
書
癖
ω
言
。
ヨ
首
e
㌍
N
～
ω
言
。
実
需
舞
雲
。

o
蚤
鷲
藷

π
二
こ
二
美
蓄
詳
熱
演
…

ω
、
盟

　
　
　
1
　
　
　
　
　
α
主
（
去
書
㎝
工
）

一
〇
〇
ぎ

謝
・
葉
寄
淋

o
㎝
言
。
諏
需
謡
油
海
N
言
言
「
T
4
7
0
0
0
。
》
く
ω
O
加

。
華
詫
・
2
δ
藤
　
；
p
c
≡
さ
　
　
　
　
　
N
言
。
×
一
」
溜
・
露
謬
　
　
套
p

・）掾
E
置
壷
冒
）
蔭
≧
◎
こ
冥
u
、
3
ヨ
誉
蒔
欝
。
《
τ
ぴ
s
d
’
譲
駕
蒔
　
∩
き
曼
丁
羅
＞
叫
か
q
）
箕
》
滞
。

羅
璃
謹
》
群
＞
蓋
螺
評
論
峯
》

on
A
竃
（
o
り
、
O
O
■
悼
畔
＞
へ
「
）

曾
、

O
■
ω
ぎ

〔
）
9
望
。
（
曾
矧
）

0
9
G
o
ざ
（
一
ω
二
）

。
識
弐
　
一
㎝
8
益
。
」
三
悪
丁
“
貸
涛
－
嘗
》
　
伴
灘
議
一
講
浩
齢
餐
　
　
　
　
　
（
一
〇
〇
始
）

＝
三
一
誉
劃
爵
熱
冷
ヨ

ω
■
㎝
ム

ぷ
曹
ミ
賛
ほ
o
S
9
戸
㎝
鼓
舞
き
か
e
二
㌃
卜
。
ω
ぎ
T
“
降
職
1
◎
ω
工
一
。
言
（
“
粉
）
〕
さ
ま
￥
㊥
に
工
穿
。
（
ω
融
）
u
ミ
ま
冥

N
ざ
直
言

。
e
善
導
ゆ
◎
薄
薄
望
婁
・
》
（
7
　
“
昏
黛
－
一
ご
矧
）
曼
洋
書
猷
」
ぴ
］

（
嚇
）
鶏
㌧
二
瀬
蓬
　
許
熱
雷
》

oo

｡
轟
G
o

　
　
巽
㌔
（
ぷ
曹
に
9
ゴ

　
ω
o
o
ぎ
一
〇
ぎ
）

塗
一
二
漂
郵
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片
違
σ
曽
》
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勢
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且
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ぞ
魯
暑
戯
薄
3
濡
コ
書
林
（
国
書
琶
）
蒔
壱
。
パ
つ
持
。

「
ク
ヌ
ギ
林
」
な
ど
の
雑
木
林
が
多
か
っ
た
と
い
う
。
そ
こ
に
昭
和
四
六
年
か
ら
四
八
年
に
か
け
て
県
営
圃
整
備
事
業
が
実
施
さ
れ
た
（
受
益

面
積
四
五
・
二
一
㎞
、
受
益
戸
数
六
六
戸
）
。
米
の
生
産
調
整
の
時
代
に
入
っ
て
お
り
原
野
の
水
田
化
が
不
可
能
な
た
め
、
止
む
を
得
ず
畑
地

化
を
行
な
っ
た
が
、
問
題
は
そ
の
畑
に
何
を
作
付
す
る
か
で
あ
っ
た
。
昭
和
四
七
年
か
ら
四
八
年
に
か
け
て
畑
作
総
合
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
を
導
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入
し
て
、
バ
レ
イ
シ
ョ
、
生
食
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
加
工
ト
マ
ト
等
を
試
み
た
が
、
成
功
し
た
も
の
は
ひ
と
つ
も
な
か
っ
た
と
い
う
。
そ
こ
で
農

業
改
良
普
及
所
・
高
田
町
農
協
・
役
場
等
と
協
議
を
し
て
、
リ
ン
ゴ
の
団
地
化
を
行
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
リ
ン
ゴ
団
地
を
造
成
す
る
た
め
に
地
域
の
農
家
は
話
し
合
い
を
進
め
、
田
と
畑
の
交
換
分
合
を
行
な
い
、
集
落
近
く
に
リ
ン
ゴ
団
地
を

ま
と
め
た
。
ま
た
水
田
も
で
き
る
だ
け
集
団
化
す
る
た
め
、
「
経
営
規
模
の
大
き
い
農
家
の
圃
場
は
宅
地
か
ら
遠
く
に
位
置
づ
け
、
小
さ
い
農

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

家
は
近
く
に
位
置
づ
け
る
と
い
う
細
か
い
配
慮
」
を
行
な
っ
て
、
困
難
な
交
換
分
合
を
ス
ム
ー
ス
に
進
め
た
。
こ
う
し
た
話
し
合
い
の
で
き
る

地
域
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
優
れ
た
生
産
集
団
も
組
織
さ
れ
て
い
る
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
な
お
リ
ン
ゴ
団
地
は
二
〇
㎞
を
目
標
に
し
た
が
、

発
足
当
初
は
一
七
㎞
二
七
戸
、
現
在
は
二
二
㎞
に
拡
大
し
て
い
る
。
昭
和
四
八
～
四
九
年
に
共
同
短
期
育
苗
を
行
な
い
。
四
九
～
五
〇
年
に
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

植
を
し
て
現
在
で
は
会
津
平
坦
部
最
大
の
リ
ン
ゴ
団
地
と
な
り
、
市
場
評
価
も
高
い
。

　
そ
う
こ
う
し
て
い
る
う
ち
に
三
〇
a
の
大
型
圃
場
に
な
り
、
機
械
も
大
型
化
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
、
過
剰
投
資
が
問
題

と
な
っ
て
き
た
。
ま
た
上
中
川
や
冨
岡
地
区
で
は
、
リ
ン
ゴ
生
産
が
軌
道
に
乗
っ
て
く
る
に
つ
れ
て
、
水
稲
作
業
と
リ
ン
ゴ
作
業
と
の
ぶ
つ
か

り
（
春
と
秋
）
を
ど
う
調
整
し
て
い
く
か
が
問
題
と
な
っ
て
き
た
。
こ
う
し
た
問
題
な
ど
を
解
決
せ
ん
と
し
て
、
昭
和
五
四
年
か
ら
「
会
津
高

田
町
藤
川
地
区
農
村
地
域
農
業
構
造
改
善
事
業
」
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
こ
の
新
農
構
事
業
導
入
を
き
っ
か
け
に
表
H
の
四
つ
の
水
稲

生
産
集
団
も
結
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
な
お
事
業
の
概
要
を
表
1
2
に
示
し
た
。
ま
た
集
団
に
参
加
し
て
い
る
農
家
の
概
況
（
表
1
3
）
お
よ
び
各

集
団
の
機
械
と
施
設
・
農
作
業
の
様
式
・
出
役
賃
金
（
表
1
4
）
を
示
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
表
か
ら
各
水
稲
生
産
集
団
の
特
徴
を
あ
ら
か
じ
め
概
括
し
て
お
こ
う
。
ま
ず
我
々
が
調
査
の
最
重
点
を
置
い
た
冨
岡
水
稲
生
産
集

団
は
、
一
集
落
を
単
位
と
し
て
構
成
さ
れ
て
お
り
、
機
械
・
施
設
の
共
同
利
用
を
主
体
と
し
て
い
て
、
受
託
は
あ
ま
り
多
く
な
い
。
上
中
川
水

稲
生
産
集
団
は
や
は
り
集
落
を
単
位
と
す
る
集
団
で
あ
る
が
、
冨
岡
集
落
の
一
農
家
も
含
ん
で
お
り
、
共
同
利
用
を
主
体
と
し
て
い
る
が
、

転
作
の
請
負
を
行
な
う
な
ど
し
て
、
転
作
対
応
も
考
え
た
組
織
運
営
を
行
な
っ
て
い
る
（
六
一
年
に
は
麦
二
㎞
、
加
工
ト
マ
ト
六
〇
a
、
大
豆
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表12会津高田町藤川地区農業構造改善事業概要 金額単位：1■内

事　業

諱@分
事　業　睡　目 事業主休

受益

ﾋ数
事業内容及び事業量

実　施

N　度
事業費

国県庫

竢部

地域協議会活動事業 会津高田町 391 協議会の開催等 54～58 1，5〔封 782

農業振興

麹≒юi体活動事業
’1 〃 事業推進会議等 54～58 9，050 4，525

推
　
進
事
　
業

協定等農用地
L効利用推進活動事業

” ” 作付穀培協定推進会議等 54～58 2，137 1，068

小　　　　計 12，751 6，375

トラクター36P　S　2台 54 6，980 3，490

ロータリー　2m　1台 54 785 392
西　勝

�譿ｶ産孤樹

14

コンバイン　4条　2台 55～56 10，140 5，070

鳶苗兼乾燥調製施設

@　　337．t1㎡　1棟
55 44，479 22，239

トラクター59PS　1台 56 6，056 3，028

上中川

�譿ｶ産集団

コンバイン　4条　2台 54 7，910 3，955

6
ライムソファー　2．40㎡

@　　　　　　　1台
54 210 105

補
　
　
　
　
　
　
　
　
助
　
　
　
　
　
　
　
　
事
　
　
　
　
　
　
　
　
　
業

育1宥兼乾燥調製施設

@　　304．35㎡　1棟
55 39，330 19，665

生産組織施設幣備事業
育苗兼乾燥調製施設

@　　285．42㎡　1棟
57 42，541 21，270

農
　
　
　
業
　
　
　
近
　
　
　
代
　
　
　
施
　
　
　
設
　
　
　
整
　
　
　
備
　
　
　
事
　
　
　
業

冨　岡

�諶蜷ﾈ集団

5

コンバイン　4条　1台 57 5，750 2，875

トラクター59P　S　1台 56 5，931 2，965

トラクター35PS　l台 54 6，590 3，295川　中

�譿ｶ産集団

t7
　　　　　3条　1台コンバイン　　　　　4条　1台

54・55 6，730 3，365

コンバイン　4条　1台 54 2，917 1，458橘　爪

�譿ｶ産集団

6
カーペットスブレアー500ε

@　　　　　　　1台
54 1，290 645

藤　川

ﾊ樹生産組合
27 スピードスプレアー

@　　　1、000ε　1台
57 3，820 1，910

27 果実擬果場6U．81㎡
@　　　　　　　1校

56 70，4｛追 35，234

地域施設整備事業
会津高田町

_業協同組合
1，280

農業機械修理センター

@　　213．27㎡　1棟
55 24，262 12，131

小　　　　計 286，189 143，092

会津高田町 391 多日的研修センター
@　　737．27㎡　1棟

55 99，500 49，750

環
境
整
備

生活環境整備亨業
会津高田町

_業協同組合
391 農村情報連絡設備　1式 58 4，214 2，107

小　　　　計 103，714 51，857



会津高田町

_業協同組合
365

＾’Ar一”A’一一”！一　　・一　㌔一一　～一皿一’v）一～　一一！皿一一…一、い’一一　’一”｛一一、へr＿一’一’甲『一｝『’一一＾ノーヤ“一

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　倉　庫1，009．26㎡i棟 54 108，680 54，340補
　
　
助
　
　
事
　
　
業

特　　認　　事　　業

冨岡集会

{設利用組合
39 災落センター96．47㎡

@　　　　　　　1棟
58 8，031 4，015

lU中集会

{設利用組合
38 集落センター110．97㎡

@　　　　　　　1棟
55 了，600 3，800

．ヒ中川集会

{設利用組合
29 集落センター102．68㎡

@　　　　　　　1棟
56 6，974 3，487

小　　　　　　計 131，2B5 65，602

計 533，939 266，966

西　勝

�譿ｶ産集団
14 田補機　8条　　　2台 54 2，600

止中川

�譿ｶ産集団
6 田植機　8条　　　2台 55～57 2，732

冨　岡

i福生産集団
5 田植機　8条　　　1台 57 1，432

田　中

�譿ｶ産集団
17 格納庫　46．3㎡　　1棟 57 1，（m

融　　資　　事　　業
8 田植機i魏：魏 54～57 5，869

2 籾摺機　4吋　　　2台 54 745

単
　
　
　
独
　
　
　
融
　
　
　
資
　
　
　
亨
　
　
　
業

農
　
　
業
　
　
近
　
　
代
　
　
化
　
　
施
　
　
設
　
　
整
　
　
備
　
事
　
　
業

3 農作業所　　　　　3棟 55～57 22，693

1 臼脱コンバイン　3条1台 58 1，750

3 乾燥機　33石　　　3台 ，58 2，792

12 パイプハウス　　　78棟 57 10，764

2 自動選別機　　　　2台 58 478

1 畜　舎　　　　　　1棟 57 3，188

1 繁殖和牛　　　　　3棟 57 844

小　　　　計 56，887

計 56，887

合　　　　　　計 590，826 266，966

1
会
津
平
坦
に
お
け
る
水
稲
生
産
組
織
の
動
向
1

（資料）会津高田町「会津高田町藤川地区農村地域農業槽造改善事業概要」

九
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三
身
な
ど
を
共
同
作
業
●
共
同
収
益
計
算
で
行
な
う
）
．
農
事
組
合
法
人
西
勝
生
産
組
合
は
、
他
集
団
と
同
じ
く
五
四
年
箋
足
し
た
西
勝

水
稲
生
産
集
団
内
の
ヲ
ル
ー
プ
が
・
六
〇
年
二
月
撲
人
組
織
箋
展
し
た
も
の
で
あ
り
、
も
っ
と
も
受
託
量
の
多
い
組
織
で
あ
る
．
表
n

に
あ
る
よ
う
に
参
加
肇
吾
の
水
田
面
積
は
九
・
一
二
忠
か
な
い
が
、
別
の
吾
か
ら
六
．
嘉
を
経
蔓
託
し
、
他
に
ニ
二
戸
の
全
面
農

作
業
受
託
六
λ
撃
寒
し
・
育
苗
・
乾
操
作
業
の
受
託
収
入
も
あ
る
．
最
後
畠
中
水
稲
生
産
集
団
の
場
合
は
、
世
話
役
の
方
の
事
務
能

力
が
高
く
』
く
運
営
さ
れ
て
い
る
が
、
共
同
利
用
の
ト
ラ
多
以
外
は
基
本
的
に
は
機
械
の
共
有
で
し
か
な
い
．

難
い
さ
さ
か
誇
張
し
て
特
徴
づ
け
る
と
す
れ
ば
、
冨
岡
水
稲
生
産
集
団
は
「
集
落
忠
の
共
同
利
用
主
体
型
」
、
上
中
川
水
稲
生
産
集
団

は
「
集
落
忠
の
共
同
利
用
お
よ
び
受
託
主
体
型
＋
転
作
対
応
型
」
、
西
勝
生
産
組
合
は
「
受
託
型
」
、
串
は
「
機
械
共
有
型
」
と
い
う
こ
と

に
な
ろ
う
・
水
稲
生
産
集
団
の
優
れ
た
典
型
と
し
て
、
冨
岡
、
上
中
川
、
西
勝
の
三
集
団
に
つ
い
て
以
下
触
れ
て
い
く
．

表
n
お
よ
び
選
よ
・
て
参
加
農
家
の
特
徴
等
を
み
て
お
こ
う
．
ま
ず
冨
岡
水
稲
生
産
集
団
は
参
加
農
家
吾
で
あ
り
、
参
加
農
家
各
自
の

経
営
面
積
は
合
計
二
●
六
㎏
春
作
業
と
秋
作
業
異
同
で
行
な
い
、
看
の
経
営
水
田
は
各
人
で
管
理
し
、
各
人
の
収
入
と
な
る
．
た
だ

し
経
営
受
託
董
び
作
業
受
託
分
は
春
秋
作
業
に
要
し
た
経
費
と
共
同
計
算
す
る
髪
と
．
て
い
る
．
本
集
団
参
加
農
家
の
経
営
主
は
年
齢
四

四
～
互
歳
で
あ
り
・
農
協
理
事
で
も
あ
る
集
団
袋
を
中
心
に
同
級
害
含
め
て
年
讐
近
く
、
大
変
仲
の
良
い
集
団
で
あ
る
．
「
伊
勢
仲
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一
会
津
平
坦
に
お
け
る
水
稲
生
産
組
織
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動
向
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九
六

間
」
と
い
う
こ
と
で
旅
行
な
ど
に
も
一
緒
に
出
か
け
、
主
婦
ど
う
し
の
仲
も
非
常
に
し
っ
く
り
と
い
っ
て
い
る
。
農
業
経
営
と
し
て
は
表
1
3
の

冨
岡
の
項
の
⑤
を
除
い
て
お
お
む
ね
夫
婦
2
人
の
農
業
労
働
力
を
擁
し
て
お
り
、
リ
ン
ゴ
に
も
五
Q
～
二
一
〇
a
取
り
組
ん
で
い
る
。
⑤
も
役

場
勤
務
で
あ
る
が
集
団
代
表
の
同
級
生
で
あ
り
、
ま
た
こ
の
新
農
構
に
伴
な
う
集
団
化
に
つ
い
て
は
担
当
者
と
し
て
大
変
な
熱
意
を
持
っ
て
取

り
組
ん
だ
方
で
あ
る
（
上
中
川
の
集
団
代
表
は
、
こ
の
方
の
「
銅
像
を
建
て
た
い
ぐ
ら
い
だ
」
と
卒
直
に
語
っ
て
い
る
）
。
本
人
は
出
役
に
も

積
極
的
に
対
応
を
し
て
お
り
、
全
体
と
し
て
一
．
五
～
二
人
の
農
業
労
働
力
を
有
し
て
、
粒
の
よ
く
そ
ろ
つ
た
ま
と
ま
り
の
良
い
集
団
で
あ
る

と
い
え
る
。
な
お
水
田
経
営
面
積
目
体
は
一
・
四
～
四
㎞
ま
で
の
幅
が
あ
る
（
借
地
分
も
含
む
の
で
差
は
大
き
い
。
目
作
地
だ
け
で
み
る
と
一
・

四
～
二
・
三
㎞
）
。

　
次
に
上
中
川
水
稲
生
産
集
団
は
六
戸
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
表
1
3
の
上
中
川
の
項
⑥
は
冨
岡
集
落
の
農
家
で
あ
る
。
米
＋
リ
ン
ゴ
と
い
う
点

で
は
冨
岡
集
団
と
同
じ
で
あ
る
が
、
農
業
労
働
力
の
賦
存
状
況
は
冨
岡
よ
り
も
今
少
し
バ
ラ
つ
き
が
あ
り
、
専
兼
分
化
の
要
素
は
強
い
。
た
だ

し
参
加
農
家
の
経
営
面
積
だ
け
を
合
計
し
て
も
一
八
㎞
と
な
り
、
集
団
の
維
持
運
営
上
の
基
盤
は
大
き
い
と
考
え
ら
れ
る
。
水
稲
作
業
の
あ
り

方
、
経
費
精
算
の
や
り
方
は
冨
岡
集
団
と
基
本
的
に
変
ら
な
い
が
、
転
作
作
業
請
負
に
つ
い
て
は
③
が
リ
ン
ゴ
に
も
っ
ぱ
ら
当
る
た
め
加
わ
ら

ず
、
一
応
の
独
立
計
算
と
な
っ
て
い
る
。
集
団
運
営
基
盤
は
大
き
く
、
転
作
対
応
等
で
も
優
れ
た
活
動
実
積
を
誇
る
集
団
で
あ
る
。
た
だ
し
兼

業
や
リ
ン
ゴ
作
付
面
積
の
バ
ラ
つ
き
な
ど
も
大
き
く
、
集
団
内
部
で
の
異
な
っ
た
方
向
性
を
内
包
し
て
い
る
が
、
そ
れ
を
①
の
六
三
歳
の
代
表

の
指
導
力
で
う
ま
く
調
整
し
、
む
し
ろ
活
力
化
し
て
い
る
と
い
っ
て
良
い
で
あ
ろ
う
。

　
農
事
組
合
法
人
西
勝
生
産
組
合
は
、
五
戸
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
塗
装
業
、
町
会
議
員
、
病
気
、
奥
さ
ん
一
人
の
労
働
力
等
実
に
多
彩
で
あ

る
。
表
1
3
の
西
勝
の
項
⑤
は
実
質
的
に
は
集
団
に
農
地
を
預
け
て
お
り
、
③
と
④
は
実
質
的
に
は
基
幹
的
な
農
作
業
を
行
な
う
こ
と
は
で
き
な

い
。
①
と
②
の
世
帯
主
（
同
級
生
）
と
二
六
歳
の
雇
用
者
（
六
一
年
に
一
年
間
雇
用
。
た
だ
し
六
二
年
か
ら
は
自
ら
の
経
営
水
田
二
・
二
㎞
を
も

っ
て
正
式
に
集
団
に
加
わ
る
予
定
）
で
耕
転
・
代
掻
・
刈
取
・
脱
穀
の
基
幹
的
作
業
を
行
な
っ
て
い
る
。
集
団
運
営
の
中
心
は
①
と
②
で
あ
る



が
、
集
団
結
成
に
あ
た
っ
て
は
④
の
亡
く
な
っ
た
御
主
人
が
代
表
と
し
て
大
き
な
役
割
を
果
し
て
い
る
。
運
営
の
中
心
に
あ
る
農
家
も
完
全
な

専
業
農
家
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
そ
う
し
た
意
味
で
、
兼
業
主
体
型
の
生
産
組
織
で
あ
る
と
も
い
え
る
。
兼
業
農
家
の
集
団
参
加
に
も
意
欲

的
に
取
り
組
み
、
そ
の
一
方
で
個
別
経
営
個
人
責
任
の
枠
組
み
は
壊
さ
ず
に
集
団
的
作
業
を
行
な
う
な
ど
、
冨
岡
や
上
中
川
と
は
い
さ
さ
か
様

相
を
異
に
し
た
試
み
を
行
な
っ
て
お
り
、
別
の
意
味
で
ま
た
注
目
す
べ
き
集
団
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
各
集
団
の
特
徴
に
つ
い
て
触
れ
て
き
た
が
、
冨
岡
、
上
中
川
、
西
勝
の
優
れ
た
三
事
例
に
共
通
す
る
特
徴
点
も
い
く
つ
か
存
在
す
る
。

そ
の
第
一
は
、
水
稲
以
外
の
複
合
作
目
の
存
在
で
あ
る
。
西
勝
集
団
こ
そ
若
干
異
な
る
が
、
冨
岡
・
上
中
川
の
各
参
加
農
家
と
も
相
当
面
積
の

リ
ン
ゴ
を
作
っ
て
お
り
、
そ
う
し
た
複
合
作
目
の
存
在
が
水
稲
省
力
化
の
た
め
の
生
産
組
織
結
成
の
動
機
と
も
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て

ま
た
生
産
組
織
を
作
っ
て
自
ら
の
経
営
を
維
持
し
て
い
こ
う
と
す
る
農
業
指
向
の
農
家
は
、
今
の
時
代
や
は
り
水
稲
だ
け
で
は
食
っ
て
い
け
な

い
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
水
稲
十
他
作
目
の
「
複
合
経
営
」
農
家
数
戸
を
核
と
す
る
農
業
集
団
－
こ
れ
が
第
一
の
共
通
す
る
特
徴
点
で

あ
る
。

　
第
二
の
共
通
的
特
徴
は
、
三
集
団
と
も
集
落
を
基
礎
と
し
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
各
集
団
の
存
立
の
基
盤
は
多
か
れ
少
な
か
れ
自
作
地

な
い
し
は
自
己
経
営
地
に
あ
る
以
上
、
こ
の
点
は
当
然
と
い
え
ば
当
然
で
あ
る
が
、
会
津
平
坦
の
よ
う
に
水
稲
生
産
基
盤
が
し
っ
か
り
し
て
い

る
地
域
で
は
一
集
落
の
何
戸
か
が
ま
と
ま
れ
ば
な
お
自
ら
の
経
営
を
一
定
程
度
守
り
う
る
橋
頭
堡
を
築
き
う
る
と
い
う
点
は
特
記
し
て
お
き
た

い
（
も
ち
ろ
ん
こ
う
し
た
集
団
さ
え
作
れ
ば
経
営
は
安
泰
に
な
る
と
い
う
ほ
ど
情
勢
は
甘
く
な
い
点
は
承
知
し
て
い
る
つ
も
り
で
あ
る
。
ま
た

国
内
の
農
機
具
価
格
が
輸
出
価
格
と
比
較
し
て
も
不
当
に
高
い
と
い
っ
た
問
題
を
解
決
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
点
も
重
要
で
あ
る
）
。

　
第
三
の
共
通
点
は
、
三
〇
〇
㎡
前
後
の
ミ
ニ
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
、
高
馬
力
の
ト
ラ
ク
タ
ー
一
～
二
台
、
高
速
四
条
刈
り
グ
レ
イ
ン
ホ
ッ
パ
ー

式
の
コ
ン
バ
イ
ン
、
八
条
植
え
の
乗
用
田
植
機
等
を
擁
し
て
、
実
質
的
に
お
お
む
ね
二
〇
～
三
〇
㎞
の
作
業
量
を
こ
な
し
て
い
る
と
い
う
点
で

あ
る
。
会
津
平
坦
部
で
は
と
り
わ
け
秋
の
刈
取
作
業
期
間
が
一
ヶ
月
し
か
な
く
、
実
質
的
に
は
二
〇
日
間
程
度
の
短
期
間
で
刈
取
・
脱
穀
作
業

　
　
　
一
会
津
平
坦
に
お
け
る
水
稲
生
産
組
織
の
動
向
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
七
・



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
べ

　
　
　
r
会
津
平
坦
に
お
け
る
水
稲
生
産
組
織
の
動
向
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ナ
ノ

を
済
ま
せ
ね
ば
な
ら
ず
、
そ
う
し
た
意
味
で
秋
作
業
の
機
械
化
・
組
織
化
が
中
通
り
北
部
な
ど
と
比
較
す
る
と
、
よ
り
進
ん
で
い
る
（
逆
に
果

樹
地
帯
で
あ
る
中
通
り
北
部
で
は
春
作
業
が
競
合
す
る
た
め
、
育
苗
セ
ン
タ
ー
の
設
置
が
進
ん
で
い
る
）
。
表
1
2
な
い
し
表
1
4
に
あ
る
よ
う
に
、

建
物
で
四
千
万
円
前
後
、
ト
ラ
ク
タ
ー
・
コ
ン
バ
イ
ン
・
、
田
植
機
等
二
千
万
円
弱
、
全
体
合
計
で
六
千
万
円
前
後
の
機
械
．
施
設
投
資
を
前
提

に
す
れ
ば
、
会
津
平
坦
に
お
い
て
も
二
〇
～
三
〇
㎞
の
水
稲
経
営
集
団
を
簇
生
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
な
お
各
集
団
の
作
業
面
積
は
冨
岡
集
団
で
自
己
経
営
地
一
一
・
六
㎞
、
受
託
四
㎞
、
作
業
受
託
が
全
作
業
受
託
換
算
で
二
～
四
㎞
、
合
計
約

一
八
～
二
〇
㎞
。
上
中
川
集
団
が
自
己
経
営
地
一
八
㎞
、
全
作
業
受
託
五
㎞
、
作
業
受
託
（
全
作
業
受
託
換
算
）
約
四
㎞
、
合
計
二
七
㎞
で
あ

り
、
他
に
麦
作
二
㎞
等
の
転
作
請
負
分
が
あ
る
。
西
勝
集
団
は
自
己
経
営
地
九
・
三
㎞
、
経
営
受
託
六
・
五
㎞
、
全
作
業
受
託
六
．
八
㎞
だ
け

で
、
．
二
㎞
を
越
え
て
い
る
。

　
ま
た
秋
作
業
関
係
の
機
械
・
施
設
投
資
額
が
相
当
な
金
額
に
な
っ
て
い
る
点
に
も
注
目
し
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。
と
く
に
建
屋
の
建
設
に

四
千
万
円
も
要
し
て
い
る
点
は
、
補
助
金
採
択
基
準
の
不
合
理
性
等
と
も
あ
わ
せ
て
留
意
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
秋
作
業
の
様
式
と
し
て
は
冨
岡
と
西
勝
で
は
四
名
の
男
子
の
基
幹
作
業
従
事
者
で
刈
取
、
脱
穀
、
運
搬
、
乾
燥
の
作
業
を
行
な
い
、
女
性
は

コ
ン
バ
イ
ン
の
入
ら
な
い
水
田
隅
の
「
カ
ド
刈
り
」
を
朝
方
行
な
う
程
度
で
済
ん
で
い
る
。
上
中
川
で
は
男
子
が
七
名
出
て
い
る
よ
う
で
あ
る

が
、
女
性
の
秋
作
業
は
冨
岡
、
西
勝
と
同
様
で
あ
る
。

　
第
四
の
共
通
点
は
、
や
は
り
数
千
万
円
の
補
助
金
の
存
在
な
く
し
て
、
こ
う
し
た
集
団
の
育
成
は
困
難
で
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
現
在
の

農
業
情
勢
の
も
と
で
は
、
少
な
く
と
も
、
会
津
平
坦
に
お
い
て
は
、
農
民
が
自
ら
上
記
の
よ
う
な
二
〇
～
三
〇
㎞
経
営
に
応
し
い
生
産
手
段
装

備
を
行
う
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
水
稲
生
産
力
の
抜
本
的
高
度
化
を
、
農
民
の
自
律
的
な
資
本
蓄
積
の
中
で
行
な
う
こ
と
は
困
難
だ
と
い
う

こ
と
で
あ
り
、
そ
の
点
に
価
格
政
策
と
は
相
対
的
に
区
別
さ
れ
る
補
助
金
政
策
の
意
義
も
あ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。



（
1
）
福
島
県
農
政
部
・
同
農
業
会
議
［
「
■
農
地
流
動
化
の
事
例
集
－
農
地
流
動
化
と
水
稲
生
産
集
団
活
動
一
会
津
高
田
町
の
事
例
」
昭
和
六
〇
年
、

（
2
）
「
む
ら
お
こ
し
最
前
線
～
福
島
県
会
津
高
田
町
藤
川
果
樹
生
産
組
合
」
「
日
本
農
業
新
聞
［
一
昭
和
六
一
年
八
月
二
七
日
、
参
照
。

七
頁
。

3

水
稲
生
産
集
団
の
成
果

　
昭
和
六
一
年
の
秋
に
重
点
的
に
調
査
し
た
冨
岡
集
落
の
農
家
の
経
営
概
況
は
表
1
5
の
通
り
で
あ
る
。
ま
た
冨
岡
集
団
に
加
入
し
て
い
る
五
戸

の
農
家
の
水
稲
生
産
集
団
に
対
す
る
見
方
は
表
1
6
に
示
し
た
通
り
で
あ
る
。
さ
ら
に
冨
岡
集
団
に
加
入
し
て
い
な
い
農
家
の
冨
岡
集
団
（
お
よ

び
上
中
川
集
団
）
に
対
す
る
評
価
は
表
1
7
に
示
し
た
。
水
稲
生
産
組
織
の
構
成
員
が
、
自
ら
の
組
織
を
高
く
評
価
し
て
い
る
の
は
あ
る
意
味
で

当
然
で
あ
る
が
（
表
1
6
の
「
生
産
組
織
に
加
入
し
て
良
か
っ
た
点
、
悪
か
っ
た
点
」
の
欄
を
参
照
の
こ
と
）
、
そ
れ
で
も
ほ
と
ん
ど
不
協
和
音

が
聞
か
れ
な
い
と
い
う
の
は
珍
ら
し
い
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
だ
け
良
好
に
回
転
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
ま
た
表
1
7

の
集
落
内
の
他
の
農
家
の
評
価
も
全
体
と
し
て
非
常
に
高
い
。
「
う
ま
く
い
っ
て
い
る
よ
う
だ
」
、
　
「
ま
と
ま
り
が
良
く
、
い
い
人
間
関
係
だ
」
、

「
評
価
す
る
」
　
　
こ
う
し
た
声
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。

　
ま
た
他
の
集
団
も
含
め
て
、
水
稲
集
団
を
作
っ
た
結
果
上
げ
え
た
成
果
に
つ
い
て
各
集
団
の
リ
ー
ダ
ー
は
以
下
の
よ
う
に
語
っ
て
い
た
。

　
（
冨
岡
）
o
秋
作
業
が
本
当
に
楽
に
な
っ
た
。
女
性
が
朝
の
カ
ド
刈
り
を
済
ま
せ
ば
、
あ
と
は
リ
ン
ゴ
畑
に
出
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
　
　
夕
方
に
な
る
と
リ
ン
ゴ
の
作
業
を
終
え
た
カ
ア
ち
ゃ
ん
達
は
酒
の
肴
を
作
っ
て
い
て
く
れ
る
。
稲
刈
時
は
毎
日
ミ
ニ
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー

　
　
　
の
和
室
で
酒
盛
だ
。
本
当
に
楽
し
い
。

　
　
　
o
み
ん
な
の
気
持
ち
の
あ
っ
て
る
と
こ
が
良
い
の
だ
ろ
う
。

　
（
上
中
川
）
o
労
賃
が
確
保
さ
れ
る
。

　
　
　
一
会
津
平
坦
に
お
け
る
水
稲
生
産
組
織
の
動
向
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
九
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表17　冨岡集団についての農家の評価

③　。うまくいっているようだが、育苗ハウスをあけておくのはもったいない。りんご

@　　で忙しいからだろうが、上中川はマメ・トマトなどをやっており年令的には若

@　　い人が中心。冨岡は後継者のっとめが多い。

④　。今後は集団の役割は大きい。農協委託は考えられないか。

⑦　。5人の年令が大体同じなので話が合いやすい。規模も同じくらい。経営も水稲

@　　＋りんごなので、お互いの経営がよくわかる。〔果樹共防に参加（出役）だが・

@　　意見あり〕

⑧　。今はまとまっているからよいが、後継者の時代になった時・うまくできるかど

@　　うか。後継者は就農しない傾向強い。集団内でも外でも問題だといっている。

@　　りんごにしわよせがゆくのではないか。

@　。個人で機械を買うよりは良いと考える。

@　。りんごと水稲の作業が一緒になるので、個人的に処理する方が良い。集団だと

@　　他の人の分にも労力をかさねばならない。集団ではりんごに人を雇っている農

@　　家もある。
@　。集団ではりんごで手一杯なのでこれ以上受託はふやせないだろう。水稲は先が

@　　みえているので、りんごに労力を多く投入することになる。〔果樹共防に参加。

@　　意見あり〕

⑪　。省力化には有効だと思う。果樹に専念でき，る。

@　。リーダーがしっかりしていれば運営はうまくいく（上中川のような組織であれ

@　　ばよくいく）。

⑫　。まとまりが良く、いい人間関係。

@　。リーダーの条件は、人間としての資質が良いこと。

⑬　。集団は利害関係が難しく、なかなかうまくいかないと思う。

@　。リーダーがしっかりしていなければならない。

@　。リーダーの条件としては、全責任を一手に受けるような気持ちの大きい人でな

@　　ければならない。

⑭　。よくやっている。リーダーはみなに信頼があり、引っぱる力がある。

⑯　。集団はうまくやっている。①資金を導入して、大型機械の導入が可能になつ

@　　たこと。②人間関係が良い　　■この2点が目立つ。

@　。リーダーの条件としては、①仲間の掌握ができる。②人格者である一一の

@　　2点だが、こういつた点で最適だ。

⑰　。評価する。

⑲　。うまくやっているようだ。よそのも受託するから、やっていけるのではないか。

@　。料金は、大きな百姓の人の声にあわせたようで、とくにコンバイン作業などは

@　　北会津などと比較すると高い感じがする。また、大きな機械による作業のあと

@　　には、穂なんかがよく落ちていていたましい。機械の大きなせいかもしれない

@　　が、もっとていねいにやって欲しい（刈った人によって違うが）。



⑳　。今の集団は、組織がしっかりしているので、良いと思うし、集団そのものも現

@　　在より大きい規模で受託をすすめたい意向を持っている。現在親類等のロコミ

@　　で増やしている。

@　。集団のうまくいっているポイントは、①あまりこまかい点を指摘せず、おう

@　　ように共同作業を行っているところが最大に良い。　②毎日夜晩酌して、明日

@　　の仕事の段取りをし、互いに作業に取り組む点が良いと思う。　③作業は、自

@　　分のところの作業であっても、日程の都合等で遅れても、不平不満を互いにい

@　　わないようにしている。④似たものどうしの組織で意志の結集がうまくいっ

@　　ている一などであろう。
@　。リーダーの条件としては、①毎日作業に出てくる人。②人のために惜しむ

@　　こと無く、陰日向の無い人（信頼のおける人）。

⑳　。うまくいっていると思う。よく働くからうまくいっているし、団結もしている。

@　。リーダーの条件は信頼を得る人。

⑳　。後継者が果して育つのかどうか心配している。小さな農家は、委託してもらう

@　　形へ進むべきではないか。また反別の差、労力の差をどうするのか。

⑳　。まとまって良くやっているようだ。

⑳　。集まっている人の年代がそろっている。同じような境遇を通ってきている。

@　。リーダーの条件①人柄……笑顔をたやさない②面倒見が良い。

⑳　。安心して任せられる。お互いに気心が分かりあっているところが良いのではな

@　　いか。

⑳　。りんご栽培の方で、その関係でまとまりがあるのではないか。

@　。リーダーの条件としては、農業にいそしんで、農業を愛する人。

1
会
津
平
坦
に
お
け
る
水
稲
生
産
組
織
の
動
向
1

の
飲
み
会
に
ま
ざ
っ
て
く
る
。

に
飲
み
た
い
と
い
う
こ
と
で
、
夕
方
近
く
に

集
団
の
作
業
を
一
時
間
で
も
手
伝
い
、
あ
と

ン
五
〇
本
）
、
秋
五
斗
飲
む
。
春
秋
は
毎
晩

酒
盛
だ
。
日
曜
に
な
る
と
兼
業
の
人
も
一
緒

に
し
た
と
い
う
こ
と
だ
。
春
五
斗
（
一
升
ビ

い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
と
も
か
く
楽
し
い
組
織

②
酒
を
飲
む
の
で
有
名
な
組
織
だ
が
、
そ

れ
だ
け
人
間
ど
う
し
の
つ
き
合
い
も
深
い
と

守
る
と
い
う
点
で
や
っ
て
い
る
。

こ
と
で
は
な
く
て

自
分
の
経
営
と
生
活
を

に
思
う
。
我
々
は
部
落
の
中
で
は
真
中
く
ら

い
の
農
家
で
あ
り
、
「
利
益
」
の
追
求
と
い

り
ま

ど
こ
か
ギ
ク
シ
ャ
ク
し
て
い
る
よ
う

が
成
果
と
な
ろ
う
。
自
立
志
向
農
家
の
集
ま

（
西
勝
）
①

兼
業
農
家
を
取
り
込
ん
で
い
る
点

　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
四

〇
個
人
で
負
債
を
負
う
と
い
う
こ
と
は
な
い
。

o
労
働
が
ず
っ
と
楽
に
な
っ
た
。



③
　
機
械
代
も
こ
の
と
こ
ろ
ほ
と
ん
ど
払
わ
な
い
で
済
ん
で
い
る
。
農
業
機
械
・
施
設
の
過
剰
投
資
を
防
い
で
い
る
効
果
は
大
き
い
。

④
集
団
の
内
部
に
は
病
気
の
人
も
い
る
が
、
こ
の
人
を
も
抱
き
か
か
え
て
経
営
を
支
え
た
。
こ
の
人
は
親
か
ら
家
を
引
き
継
い
で
み

た
ら
一
千
万
近
く
の
負
債
の
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
ガ
ッ
ク
り
し
て
病
気
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
奥
さ
ん
の
奮
闘
努
力
も
あ

る
が
、
倒
産
も
さ
せ
な
い
で
現
在
五
〇
〇
万
く
ら
い
ま
で
負
債
を
減
ら
し
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
発
言
を
ふ
ま
え
て
、
冨
岡
、
上
中
川
、
西
勝
の
三
つ
の
生
産
集
団
の
成
果
を
整
序
す
れ
ば
、
以
下
の
四
点
に
な
ろ
う
。
そ
の
第
一

は
、
農
業
機
械
施
設
の
過
剰
投
資
を
防
い
で
個
別
経
営
の
経
営
成
績
を
良
好
な
も
の
に
し
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
第
二
は
、
労
働
生
産
性
の
向

ヒ
で
あ
り
、
と
り
わ
け
秋
作
業
を
楽
に
し
て
、
女
性
が
リ
ン
ゴ
の
収
穫
作
業
等
に
従
事
で
き
る
よ
う
に
し
た
点
で
あ
る
。
第
三
は
、
生
産
組
織

の
構
成
員
に
事
故
や
病
気
が
あ
っ
て
も
、
集
団
的
に
支
え
援
助
し
て
く
れ
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
第
四
は
、
集
団
作
業
の
中
で
お
互
い
の
作
業

技
術
に
つ
い
て
評
価
学
習
し
合
い
、
高
位
な
も
の
に
で
き
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
た
と
え
ば
水
稲
の
収
量
水
準
に
つ
い
て
も
秋
の
刈
取
作
業
の

あ
と
の
恒
例
の
飲
み
会
の
中
で
、
「
あ
ん
た
の
と
こ
ろ
は
ど
う
し
て
あ
れ
だ
け
と
れ
た
の
か
」
と
い
っ
た
と
こ
ろ
が
ら
技
術
談
義
を
始
め
、
と

れ
な
い
農
家
は
農
家
で
な
ぜ
だ
め
だ
っ
た
か
を
議
論
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
結
局
全
体
と
し
て
高
位
の
技
術
水
準
に
そ
ろ
う
よ
う
に
な
り
、

今
で
は
ど
こ
で
も
楽
に
一
〇
俵
は
と
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
。

　
こ
う
し
た
中
で
上
記
の
四
点
は
、
結
局
は
各
人
に
経
営
的
成
果
を
も
た
ら
し
た
と
い
う
こ
と
に
集
約
で
き
る
。
し
か
し
は
た
し
て
そ
れ
だ
け

な
の
で
あ
ろ
う
か
。
い
さ
さ
か
経
済
学
の
問
題
を
離
れ
す
ぎ
て
し
ま
う
が
、
こ
れ
ら
の
集
団
の
成
果
を
単
に
「
経
済
的
な
成
果
」
だ
け
に
限
定

し
て
し
ま
う
の
は
片
手
落
ち
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
と
い
う
の
は
こ
の
集
団
を
組
織
し
運
営
し
て
い
く
中
で
、
農
家
相
互
の
連
帯
感
の
発
展
、

お
互
い
の
人
間
関
係
の
調
整
の
仕
方
に
つ
い
て
の
学
習
、
あ
る
い
は
集
団
的
な
組
織
運
営
の
力
量
の
増
大
（
「
ア
メ
リ
カ
的
実
務
能
力
」
の
側

面
を
も
も
ち
ろ
ん
含
め
て
）
な
ど
が
み
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
「
生
産
の
組
織
化
」
の
場
面
で
発
揮
．
発
展
さ
せ
ら
れ
た
農
家
の

1
会
津
平
坦
に
お
け
る
水
稲
生
産
組
織
の
動
向
一

一
〇
五



　
　
　
1
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水
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一
〇
六

「
人
間
関
係
調
整
能
力
」
は
、
現
在
の
厳
し
い
農
業
情
勢
の
折
柄
、
大
変
重
要
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
一
時
的
な
経
営
成
果
に
は

と
ど
ま
ら
ず
、
よ
り
長
期
的
に
農
家
に
益
す
る
も
の
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
「
人
間
関
係
調
整
能
力
」
な
ど
と
い
う
雲
を
つ
か
む
よ
う
な
話
も
重
要
で
は
あ
る
が
、
現
実
の
「
経
営
成
果
」
は
よ
り
具

体
的
に
は
ど
う
な
の
か
。
こ
の
点
で
は
表
1
6
の
国
農
家
の
以
下
の
発
言
が
示
唆
的
で
あ
ろ
う
。

　
　
集
団
を
や
っ
て
か
ら
、
農
機
具
代
で
ひ
か
れ
ず
借
金
が
減
っ
た
。
こ
れ
だ
け
の
農
地
〔
五
㎞
を
越
え
る
〕
の
農
家
だ
か
ら
、
自
分
と
し
て

　
は
で
か
い
農
機
具
を
持
っ
て
や
り
た
い
と
考
え
て
い
た
。
五
一
年
に
は
二
六
〇
万
円
で
作
業
場
を
作
っ
て
い
た
し
、
五
六
年
の
組
織
発
足
当

　
初
は
、
ト
ラ
ク
タ
ー
は
三
一
馬
力
の
買
っ
て
三
年
（
二
三
〇
万
円
）
の
新
品
、
田
植
機
は
四
条
（
四
六
万
円
）
、
三
条
コ
ン
バ
イ
ン
は
買
っ

　
て
二
年
（
二
五
〇
万
円
）
、
乾
燥
機
三
二
石
（
七
〇
～
八
○
万
円
）
と
、
ひ
と
通
り
そ
ろ
え
て
い
た
。
し
か
し
た
し
か
に
秋
に
精
算
す
る
と

　
残
ら
な
か
っ
た
。

　
　
五
三
年
か
ら
話
し
合
い
に
入
っ
て
い
た
が
迷
っ
た
。
人
間
関
係
面
で
も
わ
ず
ら
わ
し
い
し
、
機
械
も
持
っ
て
い
る
。
そ
の
機
械
で
春
秋
に

　
は
賃
耕
・
賃
刈
収
入
が
ど
ん
ど
ん
入
っ
て
い
た
し
、
自
分
と
し
て
は
先
端
を
行
っ
て
い
る
と
い
う
自
負
も
あ
っ
た
。

　
　
し
か
し
集
団
に
入
る
決
断
を
し
た
の
は
、
ひ
と
つ
に
は
み
ん
な
に
「
団
く
ん
や
ん
ベ
ェ
ー
」
と
い
わ
れ
た
こ
と
が
あ
る
し
、
第
二
に
、
い

　
く
ら
今
格
好
良
く
コ
ン
バ
イ
ン
な
ど
使
っ
て
い
て
も
、
ま
た
四
～
五
年
た
て
ば
二
五
〇
万
円
で
更
新
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
機
械
に

　
使
わ
れ
て
い
る
よ
う
な
も
の
だ
、
と
考
え
た
こ
と
に
あ
る
。
ま
た
魅
力
の
半
分
は
補
助
金
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
た
。
こ
れ
で
う
ま
く
過
剰
投

　
資
か
ら
逃
れ
ら
れ
な
い
か
と
考
え
た
。

　
　
や
は
り
派
手
な
経
営
を
や
っ
た
っ
て
ダ
メ
だ
。
通
帳
に
残
る
経
営
を
い
か
に
行
う
か
だ
。

　
事
実
こ
の
集
落
内
の
大
農
家
の
例
を
み
て
も
、
四
㎞
、
五
㎞
の
経
営
で
も
現
在
の
情
勢
で
は
な
か
な
か
経
営
は
容
易
で
は
な
い
。
機
械
も
き



図1　収入に占める経営費・所得の比較

個人経営　　　　　　　　ミニライスセンター

　　生産費

　　　22％

経営
　43％
・（40％　　7％
、

　’、　　　　　流通経費
　　　機械等
　　㌧
　　・償却費
　　、、　　　14％
　　　、、　　（11％）

所得

57％

60彩）

　　生産費’

奮
所得

37％

流通経費

機械等償却費

　　26％

個人経営1自作地L5～2，0ha

ミニライスセンター：30ho規模　自作地：作業受託＝211

収入：ササニシキ630kg／10a　自主米として積算

　　　　（　　）内は補助事業の圧縮計算

（資料）高橋和平「低コスト稲作をめざして一会津高田町上中川水稲生産

　　　　集団」「農友（福島県農業改良普及誌）』昭和62年3月号。

つ
ち
り
個
人
で
装
備
を
し
て
大
き
な
水
田
を
耕
作
す
る
の
は
「
農
家
の
夢
だ
」

と
い
う
話
は
良
く
聞
く
。
し
か
し
、
逆
に
負
債
を
た
め
て
し
ま
う
場
合
も
多
い

の
で
あ
る
。
国
農
家
の
場
合
も
も
し
加
入
し
て
い
な
け
れ
ば
、
そ
う
し
た
結
果

に
な
る
恐
れ
は
十
分
だ
っ
た
と
い
え
よ
う
（
も
ち
ろ
ん
匡
農
家
は
冨
岡
集
団
の

リ
ー
ダ
ー
で
あ
り
、
彼
の
加
入
な
し
に
現
在
の
よ
う
な
優
れ
た
集
団
活
動
は
あ

り
得
な
い
が
）
。

　
た
と
え
ば
図
1
は
、
個
別
経
営
と
三
〇
㎞
規
模
の
、
・
・
ニ
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
の

経
営
費
と
所
得
を
高
橋
和
平
氏
が
推
計
し
た
も
の
で
あ
る
。
図
で
明
ら
か
な
よ

う
に
ミ
ニ
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
の
場
合
、
機
械
償
却
費
が
大
幅
に
圧
縮
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
。
本
図
の
よ
う
に
理
想
的
に
行
く
に
は
い
く
つ
か
の
条
件
が
必
要
で

あ
り
、
た
と
え
ば
三
〇
㎞
規
模
の
作
業
量
を
本
当
に
確
保
で
き
る
か
と
な
る
と

そ
う
簡
単
で
は
な
い
が
、
と
も
か
く
二
〇
～
三
〇
㎞
規
模
の
作
業
量
を
安
定
的

に
確
保
す
れ
ば
機
械
施
設
代
を
大
幅
に
節
約
で
き
る
の
は
事
実
で
あ
ろ
う
。

　
た
と
え
ば
西
勝
集
団
の
場
合
は
、
組
織
の
発
足
当
初
（
昭
和
五
五
年
時
点
）

に
、
補
助
金
残
分
約
二
千
万
円
の
自
己
負
担
の
う
ち
の
八
割
は
近
代
化
資
金
の
融
資
を
受
け
た
が
、
残
り
の
二
割
約
四
〇
●
万
円
を
自
己
資
金

で
調
達
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
近
年
で
は
ほ
と
ん
ど
機
械
償
却
代
と
い
う
こ
と
で
負
担
し
な
く
と
も
大
丈
夫
な
と
こ
ろ
ま
で
き

て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
ま
た
上
中
川
集
団
の
場
合
も
、
「
経
営
費
は
地
域
平
均
よ
り
一
〇
a
当
り
二
万
円
以
上
節
減
」
さ
れ
て
い
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
昭
和
五
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会
津
平
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け
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水
稲
生
産
組
織
の
動
向
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
七



　
　
　
1
会
津
平
坦
に
お
け
る
水
稲
生
産
組
織
の
動
向
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
八

九
年
調
査
の
時
点
で
「
会
津
平
坦
地
の
場
合
、
農
業
機
械
費
が
標
準
で
一
〇
a
当
り
四
万
五
〇
〇
〇
円
で
あ
る
の
に
、
集
団
の
農
業
機
械
費
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

二
万
五
〇
〇
〇
円
程
度
と
約
二
万
円
も
大
幅
に
節
減
さ
れ
て
い
る
」
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
な
お
六
一
年
の
我
々
の
調
査
の
時
点
で
は
、
農

業
機
械
・
施
設
費
の
実
際
の
負
担
は
一
〇
a
当
り
二
万
円
程
度
で
済
ん
で
い
る
模
様
で
あ
っ
た
。

　
さ
ら
に
冨
岡
集
団
の
場
合
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
同
集
団
の
場
合
、
春
秋
と
も
共
同
作
業
・
共
同
経
費
計
算
を
行
な
っ
た
の
は
、
昭
和
五
八

年
か
ら
で
あ
り
、
こ
の
発
足
当
初
に
は
先
述
の
西
勝
集
団
同
様
特
別
賦
課
金
（
一
〇
a
当
り
二
万
円
）
を
課
し
て
急
場
を
し
の
い
で
い
る
。
し

か
し
現
在
で
は
大
幅
な
経
費
の
節
減
が
可
能
に
な
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
昭
和
六
〇
年
に
お
い
て
は
、
春
の
育
苗
か
ら
耕
耘
・
代
掻
・
田
植
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
秋
の
刈
取
・
脱
穀
・
乾
燥
・
調
整
、
そ
し
て

表18　冨岡集団出役時間の推移

区　分 昭和58年 59 60 61

1月 一一 2．0 32．5 3．0

2月 皿 63．5 50．0 73．5

3月 11．5 4．0
一 45．0

4月 849．0 862．0 961．0 716．0

5月 1022．0 1099．5 1281．0 916．5

6月 9．0 86．0 12．5 7．5

7月 102．0 121．5 118．5 55．0

8月 70．5 3．0 64．5 78．0

9月 327．0 1107．0 614．0 834．0

10月 970．5 105．5 713．5 219．0

11月 38．5 2．0 5．5 4．0

12月 55．0 27．5 17．5 46．0

合　計 3455．0 3483．0 3842．5 2997．5

基準面積 1392a 1457a 1601a 1568a

10a当り
J働時間

24．8 23．9 24．0 19．1

資料）集団資料より作成。一部合計値と若干合わな

　　い数値もある。

注）ライスセンターの宿泊分は含まれていないが、

　　せいぜい10a当り1時間プラス程度であろう。

合
同
の
飲
み
会
代
金
廿
「
食
糧
費
」
分
を
二

〇
～
三
〇
万
円
程
度
含
め
て
も
、
一
〇
a
当

り
の
負
担
金
は
平
均
で
一
万
九
五
三
八
円
と

な
っ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
出
役
の
少
な
い
農

家
は
こ
れ
よ
り
持
ち
出
し
は
多
く
な
る
が
、

そ
れ
で
も
最
大
二
万
五
一
九
七
円
で
あ
る
。

大
幅
な
経
費
節
減
効
果
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な

い
。
な
お
、
そ
の
前
年
五
九
年
の
一
〇
a
当

り
平
均
賦
課
額
は
二
万
二
四
九
七
円
、
六
一

年
は
二
㎞
の
請
負
増
が
加
わ
っ
た
た
め
一
万

七
四
八
四
円
で
あ
っ
た
。



表19　作業別労働時間（10a当たり）

区　　　分 育苗
施肥・耕起

@代かき
田植

除草・追肥

@防　除
水管理 収獲

乾燥

ｲ整
わら処理
y改材散布

計

上中川

�譿ｶ産集団
7．4 1．5 2．0 5．7 6．5 2．O 2．0 1．5 28．6

周辺地域 8．8 4．5 3．5 5．7 6．5 3．5 4．5 1．5 38．5

（資料）図1に同じ

　
さ
ら
に
水
稲
生
産
集
団
の
成
果
と
し
て
労
働
生
産
性
の
向
上
が
あ
る
。
表
1
8
に
冨
岡
集
団
の
出
役
時
間
の
推
移

を
示
し
た
。
本
表
に
は
ラ
イ
セ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
泊
り
込
み
は
入
っ
て
い
な
い
が
、
一
泊
を
六
時
間
程
度
（
一
泊
三

千
円
で
あ
り
、
八
時
間
賃
金
四
千
円
と
対
比
し
て
）
と
換
算
し
て
も
せ
い
ぜ
い
一
〇
〇
時
間
強
に
過
ぎ
な
い
。
一

〇
a
当
り
で
一
時
間
プ
ラ
ス
し
て
考
え
る
程
度
で
十
分
で
あ
ろ
う
。
と
な
る
と
、
昭
和
五
八
年
か
ら
六
〇
年
ま
で

は
一
〇
a
当
り
二
五
時
間
程
度
で
あ
り
、
六
一
年
に
は
二
〇
時
間
に
ま
で
節
減
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
昭
和

六
一
年
時
点
で
の
上
中
川
集
団
の
一
〇
a
当
り
労
働
時
間
は
二
八
・
六
時
間
と
計
算
さ
れ
、
周
辺
地
域
の
そ
れ
は

ゴ
．
一
八
・
五
時
間
と
さ
れ
て
い
る
（
表
1
9
参
照
）
。
こ
の
三
八
・
五
時
間
と
対
比
す
れ
ば
六
一
年
の
冨
岡
集
団
の
労

働
節
減
効
果
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　
表
1
8
の
月
別
労
働
時
間
の
変
化
を
み
る
と
、
春
作
業
の
ピ
ー
ク
の
四
月
五
月
、
秋
作
業
の
ピ
ー
ク
の
九
月
一
〇

月
が
目
立
っ
て
い
る
。
六
一
年
に
お
い
て
は
、
春
の
四
～
五
月
で
前
年
の
二
一
七
九
時
間
か
ら
一
六
、
一
一
一
三
時
間
へ

と
五
四
六
時
間
節
減
さ
れ
、
秋
の
九
～
一
〇
月
に
は
前
年
の
二
二
二
八
時
間
か
ら
一
〇
五
三
時
間
へ
と
二
七
五
時

間
減
少
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
集
団
構
成
メ
ン
バ
ー
の
う
ち
の
主
婦
が
病
気
の
た
め
出
役
で
き
な
く
な
っ
た
た
め

で
あ
り
、
労
力
的
に
節
減
を
考
え
れ
ば
さ
ら
に
縮
減
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
兼
業
化
あ
る
い
は
高
齢
化
に

も
、
集
団
と
し
て
の
対
応
可
能
な
余
力
を
有
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
1
）
　
高
橋
和
平
「
低
コ
ス
ト
稲
作
を
め
ざ
し
て
！
会
津
高
田
町
上
中
川
水
稲
生
産
集
団
」
（
「
農
友
（
福
島
県
農
業

　
改
良
普
及
誌
）
」
昭
和
六
二
年
三
月
号
）
三
三
頁
。

（
2
）
　
前
出
福
島
県
農
政
部
・
同
農
業
会
議
『
農
地
流
動
化
の
事
例
集
』
一
〇
、
頁
。

1
会
津
平
坦
に
お
け
る
水
稲
生
産
組
織
の
動
向
一

一
〇
九



4

一
会
津
平
坦
に
お
け
る
水
稲
生
産
組
織
の
動
向
1

水
稲
生
産
集
団
の
当
面
す
る
問
題
お
よ
び
リ
ー
ダ
ー
の
あ
り
方

一
〇

　
以
上
の
よ
う
に
会
津
高
田
町
の
冨
岡
、
上
中
川
、
西
勝
の
三
集
団
と
も
、
大
き
な
成
果
を
あ
げ
て
い
る
が
、
そ
の
一
方
で
こ
れ
ま
で
ぶ
つ
か

っ
て
き
た
問
題
、
現
在
も
抱
え
て
い
る
問
題
も
あ
る
。
一
般
に
こ
う
し
た
生
産
組
織
（
東
北
に
特
に
多
い
、
受
託
＋
共
同
利
用
型
の
組
織
）
が

崩
壊
す
る
の
は
、
経
営
成
果
が
上
ら
な
い
た
め
と
い
う
よ
り
は
、
組
織
運
営
の
際
の
事
細
か
な
問
題
が
積
り
積
っ
て
、
人
間
関
係
の
面
で
の
調

整
が
き
か
な
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
よ
る
面
が
強
い
と
思
わ
れ
る
。
「
面
倒
だ
、
も
う
止
め
た
」
、
　
「
ア
イ
ツ
と
は
も
う
一
緒
に
や
ら
な
い
」

一
こ
う
い
う
形
で
あ
る
。

　
会
津
高
田
町
の
三
集
団
の
場
合
も
、
や
は
り
そ
う
し
た
事
細
か
な
問
題
を
曖
昧
に
せ
ず
に
対
応
し
て
き
て
い
る
（
表
2
0
参
照
）
。
た
と
え
ば

上
中
川
集
団
の
リ
ー
ダ
ー
は
語
る
。

　
　
こ
こ
ま
で
来
る
の
が
大
変
だ
っ
た
。
組
織
づ
く
り
と
そ
の
維
持
が
。
と
く
に
女
の
人
が
言
う
こ
と
が
い
ろ
い
ろ
あ
る
。
そ
れ
は
き
か
な
い

　
よ
う
に
し
ょ
う
と
い
う
こ
と
で
や
っ
て
き
た
。
た
と
え
ば
、
田
植
は
で
き
る
な
ら
自
分
の
を
で
き
る
だ
け
早
く
植
え
て
欲
し
い
と
か
、
刈
取

　
は
受
託
分
を
ど
う
し
て
も
先
に
す
る
の
で
自
分
の
が
遅
く
な
っ
て
し
ま
い
、
胴
割
れ
な
ぞ
も
出
て
き
て
し
ま
う
等
の
不
満
で
あ
る
。

　
　
ま
た
軽
自
動
車
の
使
用
料
を
と
る
か
ど
う
か
も
一
時
問
題
と
な
っ
た
。
秋
の
刈
取
・
脱
穀
の
あ
と
の
運
搬
は
軽
四
輪
を
使
う
が
、
新
し
い

　
の
を
買
っ
た
人
は
あ
ま
り
自
分
の
を
使
い
た
が
ら
な
い
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
。
「
代
表
の
う
ち
の
は
壊
れ
る
ほ
ど
使
っ
て
る
の
に
」
の
声

　
が
出
て
、
そ
こ
で
一
日
の
軽
四
輪
ト
ラ
ッ
ク
の
使
用
料
を
決
め
、
ガ
ソ
リ
ン
も
集
団
の
ガ
ソ
リ
ン
を
き
ち
ん
と
支
給
す
る
こ
と
に
し
た
。

　
あ
る
い
は
表
2
0
の
西
勝
の
例
な
ど
に
も
あ
る
よ
う
に
、
と
く
に
均
平
・
代
掻
作
業
の
上
手
下
手
も
問
題
と
な
っ
た
。
機
械
化
さ
れ
て
、
い
わ

ゆ
る
「
腕
の
差
」
は
少
な
く
な
っ
た
よ
う
に
思
え
る
が
、
春
の
代
掻
作
業
は
や
は
り
い
ま
だ
熟
達
・
未
熟
の
差
が
あ
る
と
い
う
。
そ
こ
で
西
勝



で
は
ト
ラ
ク
マ
オ
■
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タ
あ
作
業
賃
金
は
、
時
間
賃
金
制
か
ら
出
来
高
賃
金
制
、
す
な
わ
ち
5
a
当
り
い
く
ら
と
い
う
形
に
変
え
て

い
る
。
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表21集団リーダーとして必要な条件・考え方

冨　岡

①話し合いが基本だが、ある時は強引に、ある時は緻密にやる。

②常に酒飲みの場をつくる。作業のあとで、反省と次の作業のうちあわせをする。そこで本

　　音が出てくる。

③かあちゃんたちが仲の良いのがいい。人間の和だ。

④経理をきちんとする。仲間だからこそ、きちんとする。労働・作業日誌、諸経費について。

上中川

①少し年上の人に立ってもらった。若い人ばかりだと、あの人やるなら俺はやらないという

　　話になった。

②農家の競争意識は根強いことをおさえておかないといけない。1hoの人と10hqの人と比べ

　　ると・10hσの人は10倍の恩恵に浴するので、それ相応の協力をしなければいけない。自分は

　　土地を提供し、別の人は小屋を提供したりしている。

③少しは奉仕の気持ちがなといけない。なんでもかんでも平等というのはいけない。たとえ

　　ば作業場で少し片付けただけで0．25日というのでは不満が出る。会合や会計検査で時間をと

　　つたが無報酬。

西　勝

①なくなったリーダーは人間関係づくりのうまさを持っていた。人の話をよくきき、仲間の

　　ために親身になった（病気の人に対しても）。

②不＋分であっても経理を明確にする。絶対私腹をこやさない。1，000万円規模の金を動か

　　すから、20万30万くらいはいつでも適当にやれる。たとえ10円でも不信をかえばダメ。

③みんなに同じ利益を分ける。3h・と2hcだと、3hGの方がよけい利益をうるということだ

　　とだめ。管理面積は共通になるように。

　　　6hoの集団としての請負田は個人責任制にしており、その配分は自作地差・労働力差に配

　　慮して割りふる。

④人間関係への配慮が必要。理想論だけでもだめ。経営状態の差に配慮。またその人の個性

　　にあった役割分担をしてもらう。たとえば、ある女性には帳簿つけをしてもらっている。病

　　院事務の経験をいかしてもらう。力仕事・機械仕事ができない人にも自信を持ってもらう。

⑤　これまでの共同化の経験を総括。1次構のある地区では机上の空論的計算をやっていた。

　　2次構の別の地区では、全戸数を対象にして、事業を進めようとしたが、反対・賛成で割れ

　感情的にシコリ残る。

⑥　あくまでも主体性を尊重して、やりたくないものを無理して入れたりしない。

⑦共同化を画一的、単純にやらない．大農指向型とそうでないものと要求が違った。そこで

　　3班編成でうまくあう形のものを考えた。

⑧無理な機械の装備をしない。

⑨　個人責任制を随時とり入れていく一i）トラクター技術の差→出来高賃金制　H）請負

　田は個人の責任制に

田　中

①事務能力があるものがやらないといけない。苦労の大半は会計検査にひっかからないかど

　　うか。金は欲しいし、やっかいなことはいやだし。

1
会
津
平
坦
に
お
け
る
水
稲
生
産
組
織
の
動
向
1



　
冨
岡
集
団
は
、
も
と
も
と
人
間
関
係
は
よ
く
ま
と
ま
っ
て
い
た
た
め
か
、
あ
ま
り
そ
う
し
た
事
例
は
具
体
的
に
き
け
な
か
っ
た
が
、
表
2
1
に

あ
る
よ
う
に
こ
の
問
題
の
重
要
性
を
し
っ
か
り
と
把
握
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
「
生
産
組
織
の
リ
ー
ダ
ー
」
と
し
て
配
慮
す
べ
き
点
に
つ
い
て

以
下
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

　
　
常
に
酒
飲
み
の
場
を
つ
く
る
こ
と
だ
。
ひ
と
つ
の
作
業
の
あ
と
で
必
ず
そ
の
反
省
と
次
の
作
業
の
う
ち
あ
わ
せ
を
す
る
。
す
る
と
本
音
が

　
出
て
く
る
の
で
〔
そ
こ
で
徹
底
的
に
話
し
合
い
を
深
め
て
、
お
互
い
に
納
得
さ
せ
る
〕
。

　
　
ま
た
経
理
は
き
ち
ん
と
し
な
い
と
い
け
な
い
。

　
　
仲
間
だ
か
ら
こ
そ
き
ち
ん
と
す
べ
き
だ
。
作
業
日
誌
や
諸
経
費
も
明
確
に
す
る
に
限
る
。

　
上
中
川
の
集
団
代
表
も
鋭
く
こ
の
「
人
間
関
係
の
調
整
」
問
題
、
「
人
の
和
」
の
問
題
の
重
要
性
を
指
摘
し
て
い
る
（
表
2
1
）
。

　
　
農
家
の
競
争
意
識
は
根
強
い
こ
と
を
お
さ
え
て
お
か
な
い
と
い
け
な
い
。
〔
と
な
る
と
、
集
団
を
作
れ
ば
〕
一
㎞
の
人
と
一
〇
㎞
の
人
と

　
を
比
べ
る
と
、
一
〇
㎞
の
人
は
一
〇
倍
の
恩
恵
に
浴
す
る
の
で
、
そ
れ
相
応
の
協
力
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で

　
自
分
の
よ
う
な
大
面
積
の
構
成
員
か
ら
は
土
地
を
提
供
し
た
り
、
ま
た
別
の
人
は
小
屋
を
提
供
し
た
り
し
て
い
る
。

　
　
〔
集
団
の
リ
ー
ダ
ー
た
る
者
は
〕
奉
仕
の
気
持
ち
も
な
い
と
い
け
な
い
。
た
と
え
ば
作
業
場
を
少
し
片
付
け
た
だ
け
で
○
・
二
五
日

　
〔
一
日
の
四
分
の
一
す
な
わ
ち
二
時
間
を
単
位
と
し
て
作
業
日
誌
に
記
帳
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
〕
と
い
う
の
で
は
不
満
が
出
る
。
会
合
や

　
会
計
検
査
で
時
間
を
と
ら
れ
た
か
ら
と
い
っ
て
も
無
報
酬
で
や
っ
て
い
る
。

　
最
後
の
集
団
代
表
と
し
て
の
会
合
等
に
要
し
た
時
間
に
つ
い
て
は
、
別
の
集
団
で
は
考
慮
し
て
い
る
例
も
あ
る
の
で
、
一
律
に
こ
う
す
べ
き

だ
と
は
い
え
な
い
が
、
我
々
が
お
さ
え
て
お
き
た
い
の
は
上
中
川
の
代
表
の
「
人
の
和
」
へ
の
緻
密
な
配
慮
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
点
は
西
勝

　
　
　
－
会
津
平
坦
に
お
け
る
水
稲
生
産
組
織
の
動
向
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
＝
、



　
　
　
1
会
津
平
坦
に
お
け
る
水
稲
生
産
組
織
の
動
向
－

生
産
組
合
に
も
共
通
す
る
。
表
2
1
の
西
勝
の
項
を
若
干
入
れ
替
え
整
序
し
つ
つ
提
示
し
よ
う
。

一
四

①
〔
平
等
主
義
で
絶
対
に
い
く
べ
き
だ
な
ど
と
い
う
〕
理
想
論
だ
け
で
は
だ
め
。
経
営
状
態
の
差
に
配
慮
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
ま
た
そ

の
人
の
個
性
に
あ
っ
た
役
割
分
担
を
し
て
も
ら
う
。
た
と
え
ば
あ
る
女
性
に
は
帳
簿
つ
け
を
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。
病
院
事
務
の
経
験
を
い

か
し
て
も
ら
っ
た
も
の
だ
が
、
や
は
り
力
仕
事
・
機
械
仕
事
の
で
き
な
い
人
に
も
自
信
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
必
要
だ
。

②
〔
し
か
し
そ
の
一
方
で
で
き
る
だ
け
平
等
に
す
る
と
い
う
指
向
性
も
必
要
で
〕
み
ん
な
に
同
じ
利
益
を
分
け
る
べ
き
だ
。
三
㎞
と
二
㎞
だ

と
三
㎞
の
方
が
余
計
利
益
を
受
け
る
と
い
う
こ
と
だ
と
だ
め
だ
。
そ
こ
で
管
理
面
積
は
共
通
に
な
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
六
馳
の
集
団
と
し

て
の
受
託
田
は
、
割
り
振
っ
て
個
人
管
理
責
任
し
て
い
る
が
、
〔
上
記
の
よ
う
な
平
等
指
向
の
具
体
化
と
し
て
〕
自
作
地
差
．
労
働
力
差
に

配
慮
し
て
割
り
振
っ
て
い
る
。

③
〔
集
団
を
作
る
際
に
は
〕
あ
く
ま
で
も
主
体
性
を
尊
重
し
て
、
や
り
た
く
な
い
も
の
を
無
理
し
て
入
れ
た
り
し
な
い
こ
と
だ
。

④
　
不
十
分
で
あ
っ
て
も
経
理
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
必
要
だ
。
絶
対
に
私
腹
を
こ
や
さ
な
い
こ
と
。
．
一
〇
〇
∩
）
万
円
規
模
の
金
を
動
か
す

か
ら
、
二
〇
万
．
二
●
万
く
ら
い
は
い
つ
で
も
適
当
に
や
れ
る
。
し
か
し
た
と
え
一
〇
円
で
も
仲
間
か
ら
不
信
を
か
え
ば
組
織
は
ダ
メ
に
な
る
。

⑤
　
個
人
が
責
任
を
持
つ
よ
う
な
あ
り
方
を
随
時
取
り
入
れ
て
い
く
こ
と
が
必
要
。

　
非
常
に
示
唆
多
い
発
言
だ
と
思
わ
れ
る
。
単
純
共
同
化
論
批
判
、
個
性
の
尊
重
、
個
別
性
を
ふ
ま
え
た
平
等
原
理
の
適
用
、
構
成
員
の
主
体

性
の
重
視
、
公
明
正
大
な
運
営
と
り
わ
け
経
理
運
営
、
個
人
の
労
働
意
欲
へ
の
配
慮
等
々
の
重
要
な
論
点
が
含
ま
れ
て
い
よ
う
。

　
生
産
組
織
の
運
営
に
あ
た
っ
て
、
以
上
の
よ
う
な
「
人
の
和
」
へ
の
配
慮
が
重
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
や
は
り
そ
う
し
た
人
間

関
係
を
調
節
し
リ
ー
ド
す
る
リ
ー
ダ
ー
の
役
割
が
重
要
と
な
っ
て
く
る
の
は
疑
い
な
い
。
福
島
県
農
政
部
資
料
一
農
業
生
産
組
織
化
の
手
引
き
一

（
昭
和
五
七
年
一
月
）
で
は
、
四
つ
の
指
導
類
型
区
分
を
紹
介
し
て
い
る
（
同
書
一
九
頁
）
。
「
民
主
的
指
導
型
」
、
「
ワ
ン
マ
ン
型
」
、
「
温
情
型
」
、



表22　生産組織のリーダーの条件

1
会
津
平
坦
に
お
け
る
水
稲
生
産
組
織
の
動
向
1

五

リーダーに期待される能力 リーダーの人格 リーダーのあるべき姿勢

①総合的に物事を把握できること。 ①人々に信用されること。 ①積極的であること。

②意志決定が慎重かつ的確である ②人々がついてくること。 ②強い責任感をもつこと。

こと。 ③人々に信頼感をもたれ ③人々に追従を得ること。

③全体のバランスをうまくとり目 ること。 ④人々に共感を抱かせるこ

標達成能力があること。 ④そのためには、人格的 と。

④組織化能力があること。 に高潔、責任感、誠実、 ⑤条件変化に順応すること

⑤行政対応能力があること。 一貫性、決断力、指導 ⑥規律を維持し、人間の和

⑥情報収集と伝達能力があること。 性をもつこと。 をはかること。

⑦動機づけをし、人を育てる能力

があること。

（資料）福島県「農業生産組織化の手引き』昭和57年1月、19頁

「
放
任
型
」
で
あ
り
、
「
民
主
的
指
導
型
」
が
も
っ
と
も
望
ま
し
い
も
の
と
さ
れ
る
。
具

体
的
に
は
「
部
下
に
対
し
て
は
積
極
的
に
厳
し
く
、
す
ぐ
れ
た
指
導
力
を
発
揮
し
な
が
ら

同
時
に
部
下
に
人
情
豊
か
な
パ
タ
ー
ン
。
し
た
が
っ
て
、
仕
事
の
能
率
を
高
め
、
チ
ー
ム

メ
ン
バ
ー
の
満
足
度
も
高
い
の
で
、
望
ま
し
い
タ
イ
プ
で
あ
る
」
と
定
義
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
表
現
か
ら
も
わ
か
る
通
り
、
企
業
組
織
を
想
定
し
て
四
区
分
し
て
い
る
の
で
、
我
々

と
し
て
は
会
津
高
田
町
の
三
集
団
に
み
ら
れ
た
よ
う
な
、
集
落
を
基
礎
に
し
て
、
機
械
・

施
設
の
共
同
利
用
と
受
託
を
行
な
う
、
せ
い
ぜ
い
一
〇
戸
ど
ま
り
の
生
産
組
織
を
念
頭
に

お
き
、
そ
う
し
た
組
織
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
望
ま
し
い
タ
イ
プ
を
考
え
て
み
た
い
。
福
島

県
の
前
述
の
　
「
手
引
き
』
で
は
農
業
生
産
組
織
の
リ
ー
ダ
ー
の
要
件
と
し
て
表
2
2
の
よ
う

な
事
項
を
あ
げ
て
い
る
。
表
2
2
の
要
件
を
す
べ
て
そ
ろ
え
る
と
い
う
こ
と
は
大
変
に
困
難

な
こ
と
で
は
あ
る
が
、
指
摘
さ
れ
た
事
項
は
至
極
正
し
く
そ
の
通
り
で
あ
ろ
う
。
こ
の
表

22

ﾌ
形
に
一
歩
で
も
近
づ
く
べ
く
努
力
す
る
こ
と
が
肝
要
に
な
ろ
う
。

　
と
は
い
っ
て
も
表
2
2
の
表
現
か
ら
具
体
的
な
人
間
を
想
定
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

む
し
ろ
現
実
の
生
産
組
織
の
あ
り
方
の
中
で
の
リ
ー
ダ
ー
の
働
き
を
具
体
的
に
指
摘
し
紹

介
す
る
方
が
有
用
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
点
で
前
出
の
表
1
7
の
集
団
構
成
員
以
外
の
冨
岡

集
団
評
雷
は
重
要
で
あ
る
。
た
と
え
ば
⑳
番
農
家
は
、
集
団
の
う
ま
く
い
っ
て
い
る
ポ
イ

ン
ト
と
し
て
、



　
　
一
会
津
平
坦
に
お
け
る
水
稲
生
産
組
織
の
動
向
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
六

①
　
あ
ま
り
細
か
い
点
を
指
摘
せ
ず
、
お
う
よ
う
に
共
同
作
業
を
行
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ

②
　
毎
日
夜
晩
酌
を
し
て
、
明
日
の
仕
事
の
段
取
り
を
し
、
一
緒
に
作
業
に
取
り
組
む
と
こ
ろ

③
　
自
分
の
と
こ
ろ
の
作
業
が
日
程
の
都
合
等
で
遅
れ
て
も
、
不
平
不
満
を
互
い
に
い
わ
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
と
こ
ろ

　
④
　
似
た
も
の
ど
う
し
の
組
織
で
意
志
の
結
集
が
う
ま
く
い
っ
て
い
る
と
こ
ろ

　
こ
の
四
点
を
指
摘
し
て
い
る
。
他
の
農
家
の
発
言
と
し
て
も
集
団
構
成
員
自
体
の
ま
と
ま
り
の
良
さ
を
指
摘
す
る
声
は
多
い
。
単
に
リ
ー
ダ

ー
の
問
題
だ
け
で
は
な
く
、
他
の
構
成
員
も
含
め
た
人
間
関
係
の
濃
さ
が
ベ
ー
ス
に
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　
し
か
し
リ
ー
ダ
ー
の
役
割
、
要
件
に
つ
い
て
も
、

　
o
人
間
と
し
て
の
資
質
が
良
い
こ
と
（
⑫
農
家
）

　
o
全
責
任
を
一
手
に
受
け
る
よ
う
な
気
持
ち
の
大
き
い
人
（
⑬
）

　
o
リ
ー
ダ
ー
の
条
件
と
し
て
は
、
①
仲
間
の
掌
握
が
で
き
る
、
②
人
格
者
で
あ
る
一
二
点
だ
が
、
こ
う
い
つ
た
点
で
今
の
リ
ー
ダ
ー
は

　
　
最
適
（
⑯
）

　
○
リ
ー
ダ
ー
の
条
件
と
し
て
は
、
①
毎
日
作
業
に
出
て
く
る
人
、
②
人
の
た
め
に
惜
し
む
こ
と
無
く
、
陰
日
向
の
無
い
、
信
頼
の
お
け
る
人

　
　
（
⑳
）

　
o
①
笑
顔
を
た
や
さ
な
い
人
柄
、
②
面
倒
見
が
良
い
、
の
二
点
（
⑳
）

　
o
農
業
に
い
そ
し
ん
で
農
業
を
愛
す
る
人
（
⑳
）

　
等
の
発
言
が
あ
る
。
や
は
り
「
人
柄
が
良
い
」
と
い
う
の
が
不
可
欠
の
要
素
で
あ
る
。
一
方
、
集
落
農
家
の
見
方
と
し
て
は
、
あ
ま
り
明
確



に
は
出
て
こ
な
い
が
、
表
1
6
の
集
団
構
成
員
目
身
の
リ
ー
ダ
ー
論
を
み
る
と
、
リ
ー
ダ
ー
の
リ
ー
ド
す
る
力
量
の
重
要
性
を
否
定
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
冨
岡
集
団
の
よ
う
に
仲
の
良
い
人
間
関
係
が
で
き
て
い
る
組
織
で
も
、

　
　
多
少
ワ
ン
マ
ン
的
な
と
こ
ろ
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
半
分
以
上
は
引
っ
張
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
ろ
う
。
自
分
と
し
て
は
信
念
を
も

　
っ
て
み
な
さ
ん
に
理
解
し
て
も
ら
う
よ
う
努
め
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
リ
ー
ダ
ー
は
話
し
て
い
る
。
一
方
で
「
み
な
の
話
を
よ
く
聞
く
こ
と
が
重
要
だ
」
と
し
な
が
ら
も
、
リ
ー
ダ
ー
の
指
導
力
の

必
要
性
・
重
要
性
は
疑
い
得
な
い
。
表
1
6
で
は
回
農
家
（
役
場
職
員
で
、
こ
の
方
も
高
田
町
の
集
団
組
織
の
功
労
者
で
あ
り
、
リ
ー
ダ
ー
で
あ

る
と
も
い
え
る
）
も
、
ま
と
め
役
は
税
や
会
計
な
ど
す
べ
て
に
精
通
し
て
い
な
い
と
い
け
な
い
と
い
っ
て
い
る
。
ま
た
リ
ー
ダ
ー
の
二
年
交
代

と
い
っ
た
持
ち
回
り
制
に
も
反
対
し
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
状
況
を
ふ
ま
え
る
と
、
会
津
高
田
町
の
三
集
団
の
よ
う
な
生
産
組
織
の
リ
ー
ダ
ー
の
タ
イ
プ
と
し
て
は
、
単
純
に
ワ
ン
マ
ン
型
、

同
調
型
、
民
主
指
導
型
の
三
つ
に
分
け
て
い
く
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
ワ
ン
マ
ン
型
は
声
が
大
き
く
て
、
相
手
の
話
を
き
か
ず
、
一
方
的
に
し

ゃ
べ
り
先
行
す
る
タ
イ
プ
で
あ
る
。
同
調
型
は
そ
の
逆
で
、
自
分
の
意
見
を
持
た
ず
、
他
の
構
成
員
と
同
化
し
て
し
ま
っ
て
、
指
導
性
を
発
揮

で
き
な
い
タ
イ
プ
で
あ
る
。
と
な
れ
ば
も
っ
と
も
望
ま
し
い
の
は
民
主
指
導
型
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
人
の
和
に
配
慮
し
な
が
ら
、
よ
く
構
成

員
の
意
見
を
き
き
、
し
か
し
事
務
的
能
力
お
よ
び
将
来
を
見
通
す
力
量
を
持
っ
て
自
分
の
定
見
を
積
極
的
に
提
示
し
指
導
す
る
一
こ
う
い

う
形
で
総
括
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
会
津
高
田
町
の
冨
岡
、
上
中
川
、
西
勝
の
三
集
団
の
リ
ー
ダ
ー
と
も
、
若
干
の
個
性
の
差
異
は
あ
れ
、
お
お

む
ね
こ
の
「
民
主
指
導
型
」
に
あ
て
は
ま
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

1
会
津
平
坦
に
お
け
る
水
稲
生
産
組
織
の
動
向
1

一
一
七
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津
平
坦
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三
　
北
会
津
村
の
水
稲
生
産
組
織
と
湯
川
村
の
動
向

1

北
会
津
村
の
水
稲
生
産
組
織

　
北
会
津
村
は
会
津
若
松
市
に
大
川
を
は
さ
ん
で
隣
接
し
、
山
の
無
い
典
型
的
な
会
津
の
水
稲
主
産
地
で
あ
る
。
し
か
し
村
農
協
の
積
極
的
な

野
菜
作
振
興
方
策
も
あ
っ
て
、
昭
和
六
一
年
末
の
園
芸
産
物
の
農
協
取
扱
額
は
、
七
億
四
八
七
四
万
円
に
ま
で
伸
び
て
き
て
い
る
。
一
千
戸
を

切
る
農
家
数
（
セ
ン
サ
ス
値
六
戸
）
の
下
で
、
ま
た
会
津
平
坦
と
い
う
条
件
の
下
で
、
こ
乙
ま
で
園
芸
産
品
を
伸
ば
し
て
き
た
農
協
の
指
導
力

は
県
内
屈
指
の
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
一
方
、
本
村
に
は
昭
和
三
九
年
度
よ
り
農
業
構
造
改
善
事
業
あ
る
い
は
県
営
圃
場
整
備
事
業
が
実

施
さ
れ
、
そ
の
中
で
多
様
な
生
産
組
合
、
営
農
集
団
が
作
ら
れ
て
い
る
。

　
本
村
に
は
我
々
は
何
度
か
調
査
に
訪
れ
て
い
る
が
、
昭
和
五
三
年
七
月
時
点
で
は
、
q
D
　
圃
場
整
備
実
施
工
区
を
中
心
と
す
る
広
域
の
ト
ラ

ク
タ
ー
利
用
組
合
、
の
　
農
協
に
よ
る
作
業
の
直
接
受
託
と
受
委
託
あ
っ
せ
ん
、
③
　
集
落
を
中
心
と
し
た
機
械
共
同
利
用
組
織
、
㈲
　
有
力

農
家
三
戸
に
よ
る
受
託
組
織
の
四
つ
の
組
織
が
あ
っ
た
。

　
ま
ず
広
域
の
ト
ラ
ク
タ
ー
組
合
で
は
川
南
ト
ラ
ク
タ
；
利
用
組
合
が
あ
る
。
こ
の
組
織
は
昭
和
四
一
年
に
発
足
し
、
参
加
戸
数
三
五
〇
戸
、

受
益
面
積
五
九
〇
㎞
で
あ
り
、
昭
和
五
三
年
時
点
で
は
農
家
か
ら
の
出
資
金
と
賦
課
金
、
受
託
収
入
で
運
営
し
て
い
た
。
当
時
事
務
二
名
、
オ

ペ
レ
ー
タ
ー
専
属
一
名
を
抱
え
て
お
り
、
ま
た
臨
時
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
を
動
員
し
て
常
時
二
名
を
確
保
し
て
い
た
。
ト
ラ
ク
タ
ー
を
一
六
台
、

コ
ン
バ
イ
ン
を
二
台
所
有
し
、
機
械
所
有
も
大
き
か
っ
た
が
、
作
業
実
績
は
年
々
減
少
し
て
、
五
三
年
当
時
の
我
々
の
印
象
と
し
て
は
い
つ
ま

で
も
っ
か
と
い
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
作
業
量
が
土
曜
と
日
曜
に
集
中
す
る
し
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
仕
事
を
確
保
す
る
た
め
に
球
根
選
別
や
ト

タ
ン
屋
根
の
ペ
ン
キ
塗
り
ま
で
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。



　
し
か
し
こ
の
組
織
は
現
在
も
存
続
し
て
い
る
。
事
務
と
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
人
員
を
若
干
整
理
す
る
と
と
も
に
、
北
会
津
村
農
協
か
ら
の
機
械
貸

与
・
受
委
託
作
業
の
あ
っ
せ
ん
等
の
助
力
を
受
け
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
大
き
か
っ
た
が
、
兼
業
化
の
進
展
の
中
で
作
業
委
託
の
希
望
者
が
根

強
く
存
在
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
も
あ
ろ
う
。
農
協
自
体
の
作
業
受
託
も
相
変
ら
ず
続
い
て
お
り
、
六
二
年
度
に
は
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
も
稼
動

す
る
手
筈
に
な
っ
て
い
る
。
大
型
の
水
稲
生
産
組
織
が
会
津
平
坦
で
は
意
外
に
根
強
く
存
続
す
る
論
理
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
（
と
は

い
っ
て
も
川
南
ト
ラ
ク
タ
ー
組
合
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
確
保
な
ど
は
以
前
と
比
較
す
る
と
か
な
り
「
身
軽
」
な
保
持
の
仕
組
み
に
変
っ
て
い
る
が
）
。

　
次
に
集
落
を
中
心
と
し
た
共
同
利
用
組
織
で
は
二
日
町
生
産
組
合
が
あ
る
。
二
日
町
に
は
、
掲
示
し
な
い
が
五
三
年
七
月
時
点
で
一
八
戸
の

農
家
が
あ
っ
た
。
野
菜
作
の
盛
ん
な
と
こ
ろ
で
若
い
後
継
者
も
多
く
、
一
八
戸
中
二
一
戸
で
昭
和
五
〇
年
に
共
同
利
用
組
織
を
結
成
し
て
い
る
。

五
三
年
当
時
ト
ラ
ク
タ
ー
四
七
馬
力
一
台
、
田
植
機
四
条
植
二
台
、
コ
ン
バ
イ
ン
三
条
機
二
台
、
乾
燥
機
三
二
石
二
台
を
有
し
て
、
基
本
的
に

は
育
苗
を
除
く
春
作
業
と
秋
作
業
全
体
と
を
共
同
で
行
な
う
も
の
で
あ
っ
た
。
五
七
年
七
月
に
も
調
査
を
し
て
い
る
の
で
、
両
時
点
で
の
二
日

町
生
産
組
合
に
つ
い
て
の
評
価
を
対
比
的
に
示
し
て
お
こ
う
（
表
2
3
－
1
お
よ
び
2
参
照
）
。
こ
の
2
つ
の
時
期
の
反
応
を
比
べ
て
み
る
と
、

五
三
年
時
点
で
は
か
な
り
批
判
的
な
意
見
も
み
ら
れ
た
し
、
「
ト
ラ
ク
タ
ー
を
個
人
所
有
し
た
い
」
（
囮
農
家
）
な
ど
の
声
も
あ
っ
た
が
、
五
七

年
に
至
る
と
若
干
の
問
題
点
は
指
摘
し
な
が
ら
も
、
「
機
械
の
過
剰
投
資
」
を
防
ぐ
た
め
に
組
織
は
大
事
に
し
た
い
、
と
い
う
意
向
が
ぐ
っ
と

前
面
に
出
て
来
て
い
る
。
農
業
情
勢
の
厳
し
さ
の
反
映
で
あ
る
と
同
時
に
、
生
産
組
合
が
農
家
の
間
に
定
着
し
て
き
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
、

そ
し
て
こ
の
二
日
町
生
産
組
合
は
現
在
で
も
活
動
を
続
け
て
お
り
、
周
り
か
ら
み
た
時
コ
一
日
町
は
本
当
に
ま
と
ま
り
が
良
い
」
あ
る
い
は

「
や
は
り
ま
と
め
役
の
力
も
大
き
い
」
一
こ
う
し
た
評
価
が
出
て
く
る
の
で
あ
る
。

　
最
後
に
上
層
少
数
農
家
に
よ
る
受
託
組
織
で
あ
る
。
五
三
年
時
点
で
は
表
2
4
に
示
し
た
組
織
は
も
っ
と
も
羽
振
り
が
良
か
っ
た
。
ト
ラ
ク
タ

ー
二
台
（
六
二
馬
力
、
五
四
馬
力
）
、
田
植
機
四
条
植
三
台
、
コ
ン
バ
イ
ン
ニ
台
（
四
条
と
三
条
刈
）
、
農
用
ト
ラ
ッ
ク
ニ
台
を
持
っ
て
お
り
、

各
自
は
乾
燥
機
だ
け
独
自
に
持
っ
て
い
た
。
当
時
表
2
4
の
A
農
家
は
「
資
金
的
に
は
県
補
助
、
近
代
化
資
金
、
農
協
ロ
ー
ン
等
と
作
業
受
託
．
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表23－1　二日町生産組合についての意見（昭和53年7月）

① 機械化貧乏にならずにすむから良い。

圖 （長所）過剰投資でなく購入できる。

i短所）個人が利己的になった場合、統制がとれない。

固 現在うまくいっているが、刈取の順番が問題。田植機は個人で買うかもしれない。

團 トラクターを個人所有にしたい。

匿 今後も続けていく。少ない金でできるが、自分の思ったときにできない。作業受

��揩竄ｵたい。

圃 続ける。長所一面積が少ないので資金源が乏しい。機械貧乏になる。家族労働

�ｨに向けられる。短所一故障の際に手間を食う（とくに、秋の作業）。

⑪ メリットー機械購入費の節約、出役が男だけで良い。デメリットー作業日数

ｷく、作業が遅れる。

圃 メリットー個人だと祖父母までもする。しかし忙しくても1人で充分。残った

J働を他に利用できる。農機具負担が少なくて済む。デメリットー植え付け、

｠り取りの時期の統制がとれない。

図 設備投資なしで良いが、自分の思いどおりにゆかない。

囮 機械植付は人を頼んで15～6万かかった。これが3～5万で済んだのは良かった

ｵかし、長男は機械を借りて、あるいは作業を委託して、兼業に出たがっている。

⑯ 組合員になると、出役（35日）しなくてはならない。オペ労賃が低いから、個人

ﾖ作業委託して自由にその分働いたほうが割にあう。

囮 骨おりが少なくなった。しかし帰ってくるのが遅くなる。思うようにいかない。

ｱける。

圏 やめたいが、やめさせてもらえない。作業量ないので利益少ない。

1
会
津
平
坦
に
お
け
る
水
稲
生
産
組
織
の
動
向
1

（注）　　数字は農家番号。おおむね経営面積の大なるものの番号が若い。

　　　口は生産組合構成員

表23－2　二日町生産組合についての意見（昭和57年7月）

①

②

。米価据え置きだし、機械を共同で使用しないと機械化貧乏になるのではないだ

ろうか。やはり生産組合は継続していくだろう。

。不参加なのは、①機械を以前から持っていた。②かえって手間がかかるか

　ら。

。うまくやっているのではないか。減反前に20ha規模で、今は18haだが、コスト

　も安くなっているようだ。

。不参加だったのは、中荒井の人の分を受託してた上に、機械購入した後だった。

機械への支出は当時は大丈夫だと思っていた。今はきつくなっているが。機械

を買う前だったら入ったかもしれない。

。今後もうまくやっていくのではないか。若い人たちが共同で話し合いで進めて

　いる。

○



一
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津
平
坦
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圖 。成果として①過剰投資を防ぐ（基盤整備が終ったところで、機械もなかった）

A生産意欲を高める。
B問題点として、秋作業の適期作業ができない。個人だと早くできるが。

B今後も続けていきたいと思っているし、後継者に替ってもらいたいと思ってい

@る。問題はありながらも、続いていくだろう。

④ 。機械を持っていたから不参加。組織成立以前に機械を購入したから。

B今後どうなるかは、わからない。

［5］ 。資本投下を最小限におさえるため、参加設備投資が少なくてもすむのは成果。

B問題点としては、①各戸の反別の違い。②刈り取りが間に合わない。

B抜ける気はないが、今後どうなるかわからない。

囹 。結果として、安上りにすんでいると思う。

B今後も続けていきたいと思う。

匝 。良い点は、少い金ですむこと。問題点としては長続きするかどうか。

圃 。経費は安い。ぜひ続けていきたい。

皿 。組織参加は、役場から機械の未購入を指導されたため。

B経費が安く上がる利点があるが、適期に自分のところができないという問題が

｠る。

B資金が大変だから続ける。また全体としても続いていくだろう。

圃 。個人で農機具をそろえるのは高いということで話の中から自主的に出てくる。

Bメリットとして、①経費が安くてすむ。②1人だけ出役していればよいの

ﾅ、残りの労働を他に向けられる（花の導入）。

B問題として、自分の適期に刈り取れない。

B個人としても続けていきたいし、今後とも続いていくであろう。

⑬ 。1人しか手間がなく、出役に対して応え切れず、入らなかった。入っていた

@ら、現在の委託料金より安いのだが。

B個人でやるより金がかからないので続いてゆくと思う。今までもうまくやっ

ﾄきたし、良い事である。

画 。経費節減効果があるが、収獲期がかさなることが困る。

囮 。機械出費を軽減し、労働が楽になっている。

B日数のかかる刈取は適期をのがすことあるが、ナアナアでなんとか。田植の

條咊ｲ整もするが、天候などで予定のかわることもある。

Bコンバインの返済がダブってきつい。またオペ賃金高（？）騰。

⑯ 。生産組合は良いことは良いと思う。

回 。田も少ないし、個人で機械を買っても間に合わないから参加。

B経費は安いし、今後も続けていきたい。

（注）農家番号は53年と同じ。



　
　
　
1
会
津
平
坦
に
お
け
る
水
稲
生
産
組
織
の
動
向
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
二

経
営
受
託
収
入
か
ら
ま
か
な
う
よ
う
に
し
て
お
り
、
自
分
の
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
は
一
銭
も
出
さ
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
。
自
分
の
と
こ
に
入
っ
た

金
を
出
す
の
は
誰
し
も
い
や
な
も
の
だ
し
、
そ
こ
ら
を
き
ち
ん
と
見
て
い
く
こ
と
が
組
織
運
営
の
コ
ツ
だ
」
と
語
っ
て
い
た
。
経
営
受
託
も
一

八
一
a
あ
っ
た
し
、
作
業
受
託
収
入
も
相
当
額
あ
っ
た
。
A
農
家
は
、
ω
　
似
た
よ
う
な
経
営
で
や
っ
た
こ
と
が
良
か
っ
た
、
の
　
機
械
の
過

剰
投
資
は
完
全
に
避
け
て
い
る
、
と
も
語
っ
て
い
た
。
ま
さ
に
順
風
満
帆
の
よ
う
に
み
え
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
五
七
年
七
月
の
時
点
で
は
こ
の
組
織
は
解
散
し
て
い
た
。
経
費
節
減
効
果
等
の
経
営
的
成
果
が
あ
る
の
は
明
白
だ
と
思
わ
れ
る

の
に
、
五
三
年
時
点
で
は
全
く
予
想
も
つ
か
な
い
解
散
を
な
ぜ
し
た
の
か
。
も
っ
と
も
五
三
年
時
点
で
も
気
に
な
る
発
言
は
あ
っ
た
。
た
と
え

ば
「
全
面
請
負
の
場
合
八
・
五
俵
と
収
量
が
低
い
。
個
人
の
そ
れ
は
も
ち
ろ
ん
集
落
の
平
均
一
〇
・
五
俵
を
も
大
幅
に
下
回
る
」
、
あ
る
い
は

「
五
年
目
に
な
っ
て
運
営
も
軌
道
に
乗
り
、
金
の
面
で
も
ゆ
る
く
な
っ
て
、
緊
張
感
が
な
く
な
っ
て
き
た
。
今
年
〔
五
三
年
〕
は
刺
激
の
た
め
、

七
〇
〇
万
円
借
金
し
て
、
立
派
な
格
納
庫
と
機
械
を
買
お
う
」
一
こ
の
二
つ
の
発
言
は
今
か
ら
思
え
ば
こ
の
組
織
の
内
包
し
て
い
た
問
題
の

一
端
を
示
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
つ
ま
り
前
出
の
会
津
高
田
町
西
勝
の
例
で
い
う
と
こ
ろ
の
請
負
田
の
「
個
人
責
任
制
」
が
と
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
が
あ
り
、
い
ま
ひ

と
つ
は
「
も
う
か
り
す
ぎ
て
困
る
」
と
い
う
形
で
組
織
の
経
営
的
側
面
で
成
果
は
上
っ
た
と
し
て
も
、
逆
に
組
織
を
維
持
し
て
い
こ
う
と
す
る

人
間
関
係
の
側
面
で
の
求
心
力
が
弱
ま
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

　
表
2
4
の
O
農
家
は
五
七
年
七
月
時
点
で
以
下
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

　
グ
ル
ー
プ
の
時
の
具
体
的
困
難
と
し
て
は
、
第
一
に
代
掻
作
業
が
あ
っ
た
。
か
つ
て
は
三
〇
㎞
を
、
若
い
の
で
ラ
イ
ト
を
つ
け
て
も
頑
張

っ
て
き
た
。
こ
の
点
で
無
理
が
生
じ
た
。
ト
マ
ト
、
ナ
ス
な
ど
野
菜
の
定
植
時
期
と
ぶ
つ
か
っ
た
と
い
う
こ
と
も
あ
る
。
第
二
は
秋
作
業
で
、

自
分
の
う
ち
の
刈
取
時
期
が
き
て
も
、
共
同
の
場
合
ぶ
つ
か
っ
た
り
し
て
、
人
間
関
係
面
で
問
題
が
出
て
し
ま
う
。
結
局
米
は
一
等
米
よ
り
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経　　宮　　耕　　地 水　稲

�@付
反　　収 労働力

農　業

e収入労　　　働　　　力
計 水　田 畑 受託田

A
　　　　　　　父62才2DO自主39才180日，　　　　　　　母63才200日

369a 346a 23a 14a 332a 12　俵 2．5人 670万

S 主47才200日，妻44才200日 398a 367a 31a 72a 367a 10～11俵 2．0人 創5万

。 主43才250日，妻41才250日 439a 417a 22a 107a 377a 10　俵 2．0人 750万

　
　
　
　
　
　
　
　
二
等
米
三
等
米
が
余
計
出
て
し
ま
う
。
止
め
て
み
て
良
い
と
思
わ
れ
る
の
は
自
由
に
適
期
作
業
が
で
き
る
と
い

　
　
　
　
　
　
　
　
う
点
だ
。
今
年
の
秋
は
一
日
二
枚
（
三
〇
a
区
画
二
枚
）
刈
れ
る
の
で
確
実
に
等
級
は
上
る
だ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
年
続
い
た
の
は
良
か
っ
た
。
や
は
り
我
々
の
時
代
の
成
果
で
は
あ
っ
た
。
し
か
し
こ
れ
か
ら
の
農
業
は

　
　
　
　
　
　
　
　
規
模
拡
大
の
時
代
で
あ
り
、
そ
の
場
合
個
人
の
ほ
う
が
や
り
や
す
い
の
で
は
な
い
か
。
全
面
受
託
一
〇
㎞
と
い

　
　
　
　
　
　
　
　
う
の
が
さ
し
あ
た
り
の
目
標
だ
。
個
人
で
一
〇
㎞
、
一
五
㎞
は
で
き
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
れ
に
将
来
的
な
見
通
し
の
問
題
も
あ
っ
た
。
グ
ル
ー
プ
の
A
さ
ん
は
「
息
子
に
は
農
業
を
や
ら
せ
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
農
業
は
俺
で
終
り
だ
」
と
い
っ
て
い
た
し
、
S
さ
ん
は
婿
取
り
で
婿
さ
ん
は
農
業
を
や
ら
な
い
と
い
う
。
自
分

　
　
　
　
　
　
　
　
の
と
こ
だ
け
で
も
後
継
者
に
つ
な
ぐ
準
備
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
方
A
氏
は
「
も
う
か
り
す
ぎ
て
個
人
化
し
て
き
た
。
も
と
も
と
機
械
の
共
同
利
用
が
ベ
ス
ト
と
は
思
っ
て
お

　
　
　
　
　
　
　
ら
ず
、
い
ず
れ
個
人
の
方
向
へ
行
く
と
は
考
え
て
い
た
。
し
か
し
早
過
ぎ
た
。
個
人
経
営
の
条
件
が
整
っ
て
い
な

　
　
　
　
　
　
　
　
い
。
と
く
に
自
分
の
と
こ
ろ
は
息
子
は
中
一
で
あ
り
、
高
卒
後
す
ぐ
に
も
ど
い
う
わ
け
に
も
ゆ
か
な
い
。
や
は
り

　
　
　
　
　
　
　
　
一
～
二
年
修
業
し
て
と
な
る
と
。
一
〇
～
二
〇
㎞
の
水
田
耕
作
に
近
い
う
ち
に
な
る
と
思
う
。
そ
れ
ま
で
で
き
る

　
　
　
　
　
　
　
　
か
ぎ
り
グ
ル
ー
プ
で
や
っ
て
い
き
た
か
っ
た
。
し
か
し
、
俺
の
考
え
だ
け
を
押
し
つ
け
る
わ
け
に
は
ゆ
か
な
い
」

　
　
　
　
　
　
　
　
と
語
っ
て
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
こ
に
は
、
人
間
関
係
の
調
整
の
側
面
と
と
も
に
、
農
地
流
動
化
の
見
通
し
、
グ
ル
ー
プ
農
業
の
将
来
展
望
と

　
　
　
　
　
　
　
　
も
か
か
わ
る
問
題
が
あ
ろ
う
。
筆
者
は
グ
ル
ー
プ
農
業
期
間
は
相
当
長
期
に
渡
る
と
考
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
事
例
か
ら
学
ぶ
べ
き
教
訓
も
多
い
と
考
え
ら
れ
る
。
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湯
川
村
に
お
け
る
「
集
団
転
作
」

　
と
こ
ろ
で
会
津
平
坦
に
お
い
て
も
水
田
転
作
率
は
二
割
を
大
き
く
越
え
る
時
代
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
こ
れ
だ
け
の
高
比
率
に
な
る
と
、
土

地
利
用
の
集
団
的
調
整
を
行
な
い
つ
つ
転
作
も
何
ら
か
の
組
織
で
担
う
と
い
う
こ
と
が
不
可
欠
と
な
っ
て
こ
よ
う
。
し
か
し
今
会
津
平
坦
で
は
、

上
中
川
集
団
の
よ
う
に
、
転
作
を
集
団
的
に
担
う
優
れ
た
組
織
は
あ
る
に
は
あ
る
が
、
こ
の
転
作
に
関
し
て
は
典
型
事
例
．
優
良
事
例
は
必
ず

し
も
多
い
と
は
い
え
な
い
。
問
題
は
な
か
な
か
有
利
な
転
作
作
物
が
み
つ
か
ら
な
い
と
い
う
こ
と
だ
が
、
こ
の
点
で
積
雪
地
会
津
に
メ
ロ
ン
等

を
持
ち
込
も
う
と
意
欲
的
に
努
力
し
た
事
例
を
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

　
湯
川
村
も
若
松
市
の
北
隣
に
位
置
す
る
典
型
的
な
平
地
農
村
で
あ
る
。
こ
の
湯
川
村
の
上
樽
川
集
落
で
は
、
か
つ
て
の
畑
（
現
在
水
田
）
部

分
を
集
団
転
作
し
、
そ
こ
に
メ
ロ
ン
、
ア
ス
パ
ラ
、
牧
草
等
を
作
付
す
る
た
め
に
、
交
換
分
合
を
行
な
っ
て
集
団
的
な
土
地
利
用
調
整
を
進
め

た
。
面
積
的
に
は
必
ず
し
も
大
き
な
も
の
で
は
な
い
が
、
こ
こ
ま
で
進
め
た
関
係
者
の
努
力
と
熱
意
は
敬
服
に
値
す
る
。
そ
れ
で
も
表
2
5
に
示

す
よ
う
な
多
様
な
意
見
が
出
さ
れ
て
い
る
。
集
団
土
地
利
用
調
整
の
会
津
平
坦
に
お
け
る
難
し
さ
が
知
れ
よ
う
。

　
ま
た
メ
ロ
ン
等
へ
の
意
欲
的
な
取
り
組
み
は
あ
っ
た
が
、
こ
れ
も
必
ず
し
も
現
在
で
は
成
功
し
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
麦
．
大
豆
を
含
む

土
地
利
用
型
作
物
の
定
着
が
求
め
ら
れ
よ
う
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
土
地
利
用
調
整
の
先
進
例
か
ら
学
ぶ
べ
き
点
は
多
い
。

　
　
　
一
会
津
平
坦
に
お
け
る
水
稲
生
産
組
織
の
動
向
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
五



！
会
津
平
坦
に
お
け
る
水
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四
　
む
す
び
に
か
え
て

1

水
稲
生
産
組
織
運
営
上
の
留
意
点

　
兼
業
労
働
市
場
の
拡
大
が
巨
大
企
業
の
多
国
籍
化
の
進
展
の
中
で
順
調
に
進
ま
な
い
と
い
う
今
日
の
情
勢
の
下
で
、
こ
の
会
津
平
坦
に
お
い

て
も
水
稲
生
産
の
組
織
化
は
必
至
の
課
題
で
あ
ろ
う
。
ま
た
こ
う
し
た
グ
ル
ー
プ
農
業
は
相
当
長
期
間
に
渡
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
基
幹
的
労
働
力
を
比
較
的
多
く
残
す
東
北
そ
し
て
会
津
で
は
、
や
は
り
水
稲
生
産
組
織
化
の
主
流
は
、
会
津
高
田
町
の
冨
岡
、
上
中
川
、
そ

し
て
西
勝
の
よ
う
な
形
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
会
津
高
田
町
の
事
例
お
よ
び
北
会
津
村
の
事
例
を
ふ
ま
え
な
が
ら
、
水
稲
生
産
集
団
を
維
持
、

運
営
し
て
い
く
際
に
留
意
す
べ
き
点
に
つ
い
て
要
約
的
に
提
示
し
た
い
。

　
そ
の
第
一
は
、
人
間
の
和
に
配
慮
し
た
集
団
運
営
を
常
に
心
が
け
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
経
済
的
メ
リ
ッ
ト
だ
け
を
確
認
し
て
事
足
れ
り
と

す
る
の
で
は
な
く
、
組
織
構
成
員
の
小
さ
な
不
満
や
意
見
を
見
落
と
す
こ
と
な
く
拾
い
上
げ
解
決
し
て
い
く
こ
と
、
ま
た
構
成
員
の
側
も
あ
ま

り
自
己
の
利
害
を
前
面
に
出
し
て
汲
々
と
す
る
の
で
は
な
く
、
組
織
化
の
メ
リ
ッ
ト
の
基
本
線
を
お
さ
え
た
上
で
、
あ
と
は
お
う
よ
う
に
対
応

し
て
い
く
よ
う
心
が
け
る
必
要
も
あ
ろ
う
。

　
第
二
は
、
会
計
を
き
ち
ん
と
行
な
い
、
た
と
え
ば
出
役
日
誌
、
現
金
出
納
簿
、
領
収
書
、
借
入
金
台
帳
だ
け
で
も
整
序
し
て
、
だ
れ
で
も
わ

か
る
よ
う
に
し
て
お
く
等
の
努
力
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

　
第
三
は
、
リ
ー
ダ
ー
の
存
在
の
重
要
性
で
あ
る
。
リ
ー
ダ
ー
の
持
つ
べ
き
資
質
に
つ
い
て
は
繰
り
返
さ
な
い
が
、
リ
ー
ダ
ー
的
存
在
は
一
人

で
は
い
け
な
い
し
三
人
で
も
だ
め
、
核
に
な
る
三
人
の
組
が
い
な
い
と
い
け
な
い
。
二
人
で
は
意
見
が
対
立
し
た
時
に
調
整
は
で
き
な
い
。
一

方
が
折
れ
一
方
が
要
求
．
意
見
を
通
し
た
と
い
う
形
に
な
っ
て
し
ま
う
。
こ
れ
で
は
両
者
の
不
満
・
不
和
は
解
決
し
な
い
。
や
は
り
情
況
に
つ



ね
に
配
慮
し
な
が
ら
全
体
を
ひ
っ
ぱ
る
三
人
組
が
必
要
で
あ
る
．
た
と
え
ば
西
勝
の
例
で
は
、
同
級
生
の
ご
天
と
年
輩
者
、
そ
し
て
現
在
で
は

年
輩
の
方
が
亡
く
な
っ
た
た
め
、
若
い
人
を
中
心
に
組
み
込
も
う
と
考
え
て
い
る
。
，

第
四
に
・
集
団
の
運
営
は
楽
し
く
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
．
た
ま
た
ま
ミ
ニ
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
に
は
た
た
み
部
屋
が
つ
い
て

い
る
。
そ
こ
に
古
冷
蔵
庫
を
持
ち
込
み
、
毎
晩
晩
酌
と
い
う
の
は
、
一
一
、
一
集
団
と
も
共
通
し
て
い
る
。
冒
田
岡
で
は
カ
ア
ち
ゃ
ん
た
ち
が
ツ
マ
、
、
、
を
作

っ
て
待
っ
て
い
て
く
れ
、
ひ
と
し
き
り
カ
ア
ち
ゃ
ん
た
ち
も
含
め
て
（
ジ
ュ
ー
ス
主
体
だ
そ
う
だ
が
）
、
飲
み
会
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
「
い
や

秋
が
楽
し
み
だ
」
と
は
何
軒
も
の
農
家
か
ら
き
か
れ
た
話
で
あ
る
。
生
産
組
織
が
人
間
の
組
織
で
あ
る
以
上
、
楽
し
く
な
け
れ
ば
本
物
で
は
な

い
、
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。

　
第
五
に
、
や
は
り
「
生
産
組
織
」
と
い
っ
て
も
、
個
別
経
営
を
基
本
に
し
、
個
人
の
意
欲
を
発
揮
で
き
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
を
考
え
る
べ
き

で
あ
る
。
こ
れ
は
、
農
業
生
産
の
さ
し
あ
た
り
の
特
質
か
ら
し
て
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

2

農
民
の
協
同
運
動
の
一
環
と
し
て

　
水
稲
に
お
け
る
生
産
の
組
織
化
の
意
義
は
明
確
で
あ
る
の
に
、
た
し
か
に
組
織
化
の
進
展
度
合
は
遅
々
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
経
済
的
メ
リ

ッ
ト
が
あ
る
こ
と
が
た
と
え
わ
か
っ
た
と
し
て
も
、
組
織
化
に
と
も
な
う
「
人
間
関
係
の
調
整
」
に
要
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
．
時
間
は
膨
大
な
も

の
で
あ
り
、
わ
ず
ら
わ
し
い
も
の
で
あ
る
。
そ
の
時
間
・
わ
ず
ら
わ
し
さ
を
お
金
に
換
算
し
た
ら
、
少
額
で
あ
い
ま
い
な
「
経
済
的
メ
リ
ッ
ト
」

な
ど
は
ふ
っ
と
ん
で
し
ま
う
可
能
性
が
あ
る
。

　
し
か
し
問
題
は
何
度
も
強
調
し
て
き
た
よ
う
に
、
こ
の
組
織
運
営
の
中
で
の
日
本
農
民
の
協
同
関
係
の
発
展
で
あ
る
。
農
業
協
同
組
合
運
動

と
同
様
、
農
民
運
動
と
し
て
生
産
組
織
化
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

t
会
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平
坦
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生
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（
付
　
記
）
本
稿
作
成
に
当
っ
て
は
、
大
変
多
く
の
方
々
の
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。
と
く
に
会
津
高
田
町
の
調
査
の
機
会
を
い
た
だ
い
た
福
島
県
農
協

中
央
会
営
農
生
活
部
に
感
謝
申
し
上
げ
る
と
同
時
に
、
現
地
で
調
査
に
全
面
的
に
御
協
力
い
た
だ
い
た
会
津
高
田
町
農
協
の
方
々
、
と
り
わ
け
鈴
木
久
良
営

農
課
長
と
小
原
三
津
夫
理
事
に
は
御
礼
の
申
し
上
げ
よ
う
も
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
北
会
津
村
の
調
査
に
あ
た
っ
て
は
、
北
会
津
村
農
協
参
事
多
田
常
彦
氏
に
多
大
の
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
過
去
二
度
に
亘
る
調
査
に
お
い

て
は
、
村
役
場
の
佐
川
博
光
氏
、
手
代
木
幸
英
氏
を
始
め
と
す
る
二
日
町
集
落
の
方
々
に
は
多
大
の
御
迷
惑
を
お
か
け
致
し
ま
し
た
。
学
生
十
数
名
と
お
邪

魔
を
し
て
、
集
会
所
に
泊
め
て
い
た
だ
き
な
が
ら
調
査
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
な
ど
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
ま
た
湯
川
村
の
調
査
に
あ
た
っ
て
は
、
吉
田
恒
雄
氏
に
全
面
的
に
御
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
以
上
の
方
々
お
よ
び
快
く
調
査
に
御
協
力
い
た
だ
い
た
農
家
の
方
々
に
、
深
甚
な
る
謝
意
を
表
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。


